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ま え が き

こ の 報 告 書 は , 横 浜 市 よ b 日本 都 市 計 画 学 会 に 委 託 さ れ た , 港 北 - ユ ー タ

ウ ン建 設 総 合 基 本 計 画 案 策 定 に 関 す る 報 告 書 の う ち 田畑 研 究 室 が 担 当 した 総

合 建 設 費 の 検 討 に つ い て の 研 究 成 果 を 収 余 した も の で あ る D

全 体 の 報 告 書 は 次 の よ うな 構 成 で ま と め られ て い る ｡

第 1部 総 括 編

本 研 究 全 体 の総 括 お よび 今 後 横 浜 市 が 港 北 ニ ユ ー ク ウ /建 設 に つ い

て 検 討 しな け れ ば 75Lら な い 重 要 な 項 目 と提 言

第 2郡 総 論 編

本 年 度 作 業 の 前 提 , 広 域 的 条 件 の 検 討 , 計 画 条 件 の 検 討 (人 口 , 土

地 利 用 ), 交 通 計 画 , 施 設 計 画 , 造 成 計 画 の 要 旨 , 行 政 上 , 車 業 案

施 上 cc)問 題 点 等 の 概 要

第 3部 各 論 編

交 通 輸 送 計 画 (鉄 道 , 道 路 ), 施 設 計 画 (公 共 施 設 , 社 会 施 設 ),

商業 , 業 務 施 設 , 工 業 立 地 , 特 定 地 区 開 発 計 画 , 造 成 計 画 , 総 合 建

設 費 の 検 討 の 7項 目 の研 究成 果 の 収 録

以 上 の よ うに 3部 作 で構 成 さ れ て い る ｡ こ の 研 兜 を 進 め て い っ た 過 程 で 多 く

の 助 言 や 示 唆 を 下 さ っ た 方 々 に 深 く感 謝 の意 を 表 す る と と もに , こ の よ うな

研 光 機 会 を与 え て 下 さ っ た 横 浜 市 当 局 に 深 く感 謝 す る 次 第 で す ｡

昭 和 4 4年 3月

日本都 市計画学会,港北ニ ュータウン建設

総合基本計画案策定委員会

委員長 高 山 英 華
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1 は じめ に

本研究の E]的は港北 ニューク ウ/建設に伴 をV,,横浜市の財政 に軸係のある総支出の算定 に

ある○

この算定に あたっては他ノて- トにおV,て研究 されるところの港北 ニュータウンの位置づけ,

人 口計 画.地下鉄計画,特定地区触発計画等の問題 が明確 とをD,施設 レベルについての- y

キ 1)した うらづけが出来 てこそは じめてそれに伴 を う建設費,維 持管理党の算出が可能 と75る

の である∩

ところが他パー トの作業 時間 とこの作業時間が全 く平行 して与え られたため,他 ノヾ- トの結

果 を待 って この作業 を行 な うとい うことが許さえをかったO

そ こで他ノミー トにおいて決定 されて くるところの前提条件 を待 たず して先に行 われ た港北 ニ

ュー タウンの基本的条件の検討,港北ニュータウン基本計画原案 の報告者 を もとに各経の未決

定事項 につV,て判断 し前提条件 を設定 し浸ければならなか-,た｡ この前梓条件 を決 めるために

余 b多 くの時間 を敷やす ことはあとの作業 に支障 を きたすので可成思い切った設定 の しかたを

している｡

他パー トよb拙 々の前提条件が決 ま b次第 ,再度そ の条件 に基 づ き算定す る必要がある,輿

に前嬢条件 を変 えるだけ でを く.秩浜市 自体の政策的条件 ,その他的発戦略等 の条件 をも加味

して算定す ることが財政開題 を抜か う殿の一番重貴 をことか と思われる｡

従って今LEJの前提条件 な らびに井定経巣が今後第 8臥 第 3回の算出を行 な う際の踏台 とし

て少 しで も役立つ よう出来 る限b前嬢条件 を決 める忙あたっての根拠等が明 らかに在っている

よ うに努 めたO

をか この種の問題 については,基礎 的研究 も少な く今回は,財政 について検討 するための諸

資料 の一つ として総合建設喪の解析 を中心 にで きるだけ資料整理 を行 な うことに重点 をかいて

い る○

さ らにこの研究 を進めるにあたって討論の段階 で大#'模 尉発 にかけ るコス トプラニングは如

何 なる枠組 の もとに行 なわれるべ きかをどについて東京大学都市工学科本城和彦教授東 京都立

大学建築学科 ,石田頼房 助教授 .計画,住宅研究所研究員 ,松野晃氏 ,さらに資料の分析 段階

で浅野 耕明 ,布施守敏 ,掘尾信介 ,諸氏の方 々に多 くの指導 と協力を頂 いた ことを厚 く感謝す

る次第 である｡
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2 開 発 主体 の設 定

2- 1 開発の全体言十画

いわゆる港北 ニュータウン区域は 2.5 30 haであるOこの うち公団開発区域は 1.324ha

で参 り ,をと 1.2 0 6 haが残 る｡この うち ,すでに市営勝田団地 14 ha ,北山田地区区画

整理 (組合 ) 38 ha ,川和高校周辺 1 5haはす でに開発ずみ ,および開発中で参る｡残 .b

1.139 haの うち ,農業専用地区は 4 26 haを Jh ,これは将来 ともいわゆる調整区域 とし

て残す こととした｡その他の 7 13 haは ,現 在か覆 りの集落がみる地区で ,これを調整区域

として 規 制し続け ることは無 理 で 参ろ う｡又 ,市お よび公団 と地元の現在までの交渉経過か ら

みて現 在す ぐ開発をk.tじめる こ とは 適 当ではな い｡そ こで ,5年間の規制 のあと市街化区域 と

して開 発す ることとした｡方法 と しては市施 行 又は組合の区画整理が考え られ るが ,市の負劫

を軽 くす るため ,組合施行区画整 理 と し ,横浜市宅地開発委解に したがって開発することとし

た｡

2- 2 都市計画衝路

公団開発区域内の都市計画街路は全面的に公団施行であ 9 ,財源 も国 号 ,公団与であ り,請

負担｢上覆い｡公団開発区域外の都市計画街路の うち ,教本は公Eg関連事業 として公団施行で参

'),財源は国 号 ,公団吉 ,市 吉である｡

2- 1でのべた組合施行の区画整理区域内では区画光輝事業IjEテ ンポをあわせて公共施設管

鯛 負- として支出してい くこととた り･棚 は国 号 ･市 言であるo

そ の他 ,ニュークウ-/周辺の都市計at緯略はニュータウン関連 とみな し ,入居 と前後 して整備す

ることとLたo事業 鮒 国i ,市 与でみD ,事業主体は市である｡

2- 3 一般横路

公団区域内は全部公団施行である｡組合施行区域は築造 のみ組合 で行なV},舗装は住宅の建

築がすすむに したがって市が段階的VC行を う｡財源は市が11.0で ある｡

- 4-1
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214 供給処理施設

公団区域 内の下水道を公団で ,組合施行区域 の雨水排水を組合が行75:うほかは上下水道は市

が行なう｡ガス(rl東京ガス ,電気は東電である｡

2- 5 公園 ｡緑地

公団地区内は公団が施設まで作る｡組合区域は横浜市宅地開発要綱に したがい団地 のみ組合

が出し ,施設は市が行を う｡財源は国 与 ,市 号である｡

2- 6 教育施設

幼稚園は必要量の与を市が建設する ことに した ｡/J＼,中学校は市事業である｡高校 ,各揮学

故等は県 ,私立等 とした.

2- 7 その他社会施設

必要を社会施設あるいは望 ましい と思われる施設7:i.どは全 的に市が年来主体 となって建設

することとしたO

2- 8 住宅

公団区域 ,組合区域 ともに民有地の住宅建設主体は民間で奉る｡公団取得地内では大部分が

公団であるO市営住宅 ,もしくは市公社は:公Efl取得地の一部をゆず りうけて建設することにな

るが ,量的にはあま り多 くを期待でき覆いで参ろ う. この計算ではゼ ロとしている｡

2- 9 交通施設

地下鉄は市 営地下鉄であ り ,バスはおそ らく市営 ,民営半々とをるだろう｡ こ こでは交通関

係は別グルーブにまかせて計算に入れなか った ｡

- 7-



3 区 画 整 理 事 業 に伴 な う前 提 条件

3- 1 日本住宅公団施行に よる区画整理事業の概要

イ 先買軍

事弟決定時点で紘先買率 4 0多としているが ,住宅公団に.よる現状の買収交渉状況をみ ると

目標達成ほか 覆 り困難夜様相である｡

従って ,今回の このよ うな情況判断を考慮に入れ 3 0%先買と仮定 した｡

ロ 汲歩率

区画整晋事業は本来 ,工事費捻出のため保留地味歩と公共用地捻出のための公共減歩の合計

を合算減歩として土地所有者が提供 し合 うことに上り成立す るものであるが ,公団施行の塘合叱

必要な面枕すべてを減歩できることはほ とん ど75:い｡従来の首都 卵内の乗船は平均合算減歩率

3 5飾程度であ り,こO-)地区においても地元説明は 3 5啓としてVlるo

そ こでこの試算において も平均合算減歩率 3 5帝とし ,それI),ら公共減歩率を引いた ものを

保留地減歩率 とすることとした｡

ノ､ 公共用地率 (施 行後 )

畢菜決定されたブランVCより ,道路率 1 80車 ,水路 (調整池 )率 3 0%,公園率 6 5番を

匪用すると公共用地峯は 2 7 5帝と在る｡

ニ 施行前後対照表

上 記把よる施行 前後対照表は表 1の よ うになるo

これによると公団取碍地 3838h a( S O渉 ) ,民有地 576 6h a(4 35承)となる1

ホ 用地買収価格

公団が地元-提示 している買収価格の平均 より,6,6 rJ0円/m'をとった｡

- 工事兜

公団の事業決定申請書及び公田の宅地開発事業地区のデー/Jq-を参考に して,20000円/7dl

と定めた｡

ト 建設期間及び処分期間

建設期間は ,前期 申請書 より9生問を とった ,又処分期間については ,他開発地区の実例を

参考に して 3年間 とした｡

チ 処分価格

以上 より ,処分価格は 2 5.00 0円/7n'

- 8-
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3-2 日本住宅公団施行地区内土地利用計画

イ 公益的施設用地

公EE地区内の人口を 2 与0 0QO人 として必要な面薪を算定した｡

荘 1) 教育施設

ミ況をみ ると 幼鯛 5咽 ,′J＼学校 2 秒 中学 12硬 ,高校 9校を牢設す ることとし ･幼稚園のを ,高校
4校は民有地 内立地 とするo

荘2) 商業施設

住宅併用の 自然発生店舗は住宅用地に算入

中心地区の店舗は全て中高層併用住宅 とす るもの とし ,住宅用地に算入
;減歩の合剤

施行の噛合叫

卜合算渡歩孝

Eいた ものを

ト率 6 5啓を

)000円/Td

区の突例を

ロ 公団住宅用地

公団住宅用地の 中op)分譲宅地の削合 は換地技術 より概ね 20¢舞慶必要で参ると考え られる｡

葬り結全て中高層住宅地 とした ｡

ノ､ 土地利用計画総括表 表 B

山
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i - i施行 前後対 照 表 種 目 施 行 前 施 行 後 捕 ～る｡51

両 横 ha 比率 宙 面 析 ha 比審 帝

公共用地 道 路 33_1 2_5 238_3 18_03_∩6.5 施行後罷地 を合もl

水 路公 園 .緑 地 6_6 0_5 39.786_1 う一区 ((≦寸ナこ`㊨行(忠;#

計 39_7 3_0 364.1 27.5 一

宅 地 公 団 先 買 地 397_2 30_0 258.2 19,543,59_5 I民 有 地保 留 地 887_1 67.0 576.6125_1

言十 i.284_3 97_0 959,9 72_5

総 計 l l,3240 100.0 1.324▲0 100_0

合算減歩率 35.0車 公共減歩薬 2 5.2房 保留地減歩率 9.8留

公団取得地 3 8 3.3ha 用:

衣 - 2土地利用 種 目 面 析 ha 比 審 捕 全をチ公学僕気を

公共用地 道 路 238.3 18.0

計 画 水 路 39_3 3_0

公 園 .緑 地 86_1 6.5

計 364.1 27.5

公益 的施設用地 197_5 14_9

住 宅 岡地 公団住宅建設用地 176.7 13_3

分 譲 住 J宅 44.2 3_3

民 有 地 521,5 38.4

計 56_1

そ の 他 20.0 1_5

総 言十 1_324_0 100_0

:.･

･

::=.

.i

Z川

I

'.

.

;..

.

∵

:..

.[

'[

学

た

と

全

の

共

を

地

体

け

る

共

枚

絵

は

お

Fl



313 民間施行による区画整理事業

④ 建設期間及び処分期間

この区域 7 19haは ,当初 5年 間は市街化調整区域 とし ,それ以後開発す ることとしてい

る｡したがって昭和 50年か ら開発をは じめることにな るO調査設計その他の準備期間に昭刺

50年 ,51年 の 2ヶ年 ,=事 が 5 2年 ,53生 ,54 .の 3カ年 で ,建築開始が 55年 とい

うのが ,最 も早いペースであ るo Lか し ,1地区当 9の平均 面我を 50ha とす ると約 14地

区とな り,立地条件か ら考えて も開発のテ ンポはずれるで あろ うと思われるので ,処分毎 次

(学校絹地等買取 り年次 )は昭和 5 4年～ 58年間 とした｡

また,街路舗装 ,排水施設は ,昭和 5 4年か ら ,建築がすすむに したがって市が整備してい く

こととし,昭和 6 0年までに整備をすませ ることとした｡

㊥ 開発レベル

全体としては ,横浜市宅地開発要綱にしたがい ,おおむね現在市内で行なわれてい る組合施

行の区画整理のレベルと同 じとする｡

公共用地は道路 2 5多 ,公園 3 0多とす る｡公益俺 設用地開発要綱にしたがい ,地区Iqj布の 5

弟を3,000円/m'で買い とることに75:るが ,これは教育施設用地にあてる｡その他 ,各種施設

用地が 7啓となるが ,ここは全面的に民間施設がは りつ くとす る｡区画道路舗装は組合 の手で

全体の 1/ 之で行ない ,のこDは市が引きつ ぎを うけてか ら行な う｡公園は用地のみ区画整理で

あけ ,施設は市が行な う.都市計画街路については ,公共管理者負担金 を 1 00解出す ものと

する｡

公共施設については ,住区対応のものをのぞいては ,公団区域内にた よるもの とす るC,J､,中

学校と1/ 2の幼稚園は市が建設す るとし ,用地は 5帝の ワク内で とる.

供給処理施設については ,雨水管のみ組合が行なV,,汚水管 ,上水道は市が行を う｡ガス ,喝

気はそれぞれ の事業主体で行ない ,宅地造成 も組合の手でqjJ_行わなVl｡

なお ,予想される減歩室は公共 2 5多,保留地 10多合算 3 5車となる｡
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4 人 口計 画 に 関 す る前 提 条 件

港北ニ ュ-クウ/の開発に ともを う横浜市 の財政支出の問題 で検 討す るにあたり,人 口計画: 貸家

関 して次の よ うな前提条件 とした｡ 避続錘 ･ま

4- 1 計画人 口

第 1に港北 ニ ユータウン区域 の現住人 口の規模は ,公団開発区域 内 51000人 ,公団開発区1 江 2 公団l

外 35･000人 ,言L4__JIO吐 建 参る｡公団開発区域外には ,市営住 宅郎 団地 ,北山EB士魂 層住引

画整理容業区域などが含まれ る｡ 区に計面

貌 2に人 口の規模は ,公EE開発区域内 250000人 ,区域外 100000人 ,計 350･000と山 荘 3 組創

た｡ (現住人 口を含む )人 口の規模qj:表 3のとお Dで参る｡

表 8 港北ニ --クウン計画人 口の規模 l

面 研 ha 純宅地用地ha 人口釈鑑(ネット)A/ha ^ r1..(A 備 考
忠 民間低層住宅 521_5 300 156.000 荘 1

団開 公団宅地分譲 44.2 160 7,000 江 2 4-2ノ> 1jj▲1.700戸

発区域 公団中高層位宅 176.7 490 87.000 荘 2 3_85人/戸22.000戸
小 計 1,324 742.4 25(I.000

忠 組合 施行区域 719 430_0 200 $6000 荘 3

団開 盛業専 用地区 420 - 4,00LO 注 4

発区域外 そ の 他 67 - 10.000 北 山田土地区画#.事業区域 ,)∫高校 ,勝田団地と

小 計 1-226 200 loo.900 t

- . _ ~ ∴ ∴ . ∴ -∴ ∴ -.- 1

状況 ,供給条件 との関係によ り変動す るが ,ここでは 次の ような内容 を もつ ものと仮定

した｡
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汁

持家

),人 口計副 貸家

.ヘロ密監(ネット) 戸当b人口 戸当9地梼 僻 考

160人/ha 42人/戸 2657オ/戸 1｢持家｣｢貸家｣ の戸数比

は 3 :7とす る

2 ｢重臣統建 ｡独立廼｣ と7パ

連続挫 ｡独立 住宅 570 38 66 - トの面郡比は 1 :1とす

600 20 33

300 35 120

る

37Jl- トの戸当^ ロは選世

帯 も含む

公団開発区J 注2 公団開発区域 内の宅地 分譲及び中高層住宅の人 口密慶は公団 の契練に よった｡ただ中高

北山田土地匡̀ 層住宅rLつし｡ては公団の実練は 450̂ / haで奉るが ,駅周辺や中心地区菅高層高密地

区に計画す るためその分だけ高密皮になっている｡

50000とLl注 3 組合施行区域 の土地利用比率は道路用地 2 5多 ,公団用地 3車 ,学校 ･調整地誘致施没等

12車住宅用地 6 0序とした｡ (横浜市宅地開発費鞘昭 4 3年 8月 )また組合施行区域中

は公団開発区域と比較するとす7:･VC 用地が細分化され ,住宅地と して利用 している現住人 口

･が多い ,そ うで夜いところは地下鉄駅までの距離が比敏的遠いために｢持家｣｢借家｣ の

戸数比は公紐開発区城の民有地 の戸数比 と逆転す ると考え られ る｡

荘 4 虚業専用地区の来任^ 口は将来 とも虚業に利用され るものと見な した｡多少の増加は考

えられるが ,ここでJji切捨することと したo

田土地区画
業区域 ,川
,勝田団地

4-2 人口の定着状況

来任人口の定着は公団の処分が始まる昭和 5 C年 の翌年昭和 5 1年度 より定着 しは じめ ,ほ

ぼ 25年間で計画^口VE到達 し ,それ以上は変動 しない ものとした｡定着状況は表 4のとお り

である｡

-13--



｢ 一

乗 4 削 ヒ区- i-タウン人 口定着状況 戎 5 1000戸些

年度区分 昭和51軽 52 53 54 55 56 57 58 59 T = 0.-4

公団宅地分譲 780 2,340 4,6圧) 6,230 7,000 7,000 7,000 7,000 7,0cc 10- 1470,200 .1 5～ 29民 有 地 7,800 151600 23,400 31,200 39,000 46,800 541600 62,400

小 計 31,830 66,240 103,640 117,990 129I710 139 .450 147,460 155,49016 3,470 3 0- 4 54 5.-59BO～

公団開発区城外 30,000 30,0()0 30,0∝) 30,ロoo 33I500 37,000 40,500 44,000 47,500

合 計 611830 鋸,240 133,640 147,990 163,230 176,45ー)187,980 199I490 210,970計

( 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70

6.- ll1 2.-145- 86,420 86,570 86,720 86,880 86,990 87,000 87,000 87,000 87,000 87,000 87IOO]

2 7,000 7IO00 7,000 71030 7,000 7,(Ⅵ0 7,0(巾 7,000 7,00n 7,OCO 7,000 計

( 78,000 8518(刀 93,600 101,400 1(泊,200 117,000124,8∩0 132,600 14,400 148,200 156,α)0

巨 1,420 179,370 187,320 195,280 203,190 211,CX)0 218,SO〔)226,6∝)234,400 242,200 250,000 江3 公団6琵4 公EilE昭和 4l等定着7年 50

) 51,000 54,500 58,00O 61,500 651000 68,髭)0 72,000 751500 79,030 82,500 86IO(氾

e 222,242 2331870 245)320 256,780 265,190 279,5∝)29018CO 302,100 313,4∝)3241700 336,000

く 71 72 73 74 75

87,000 87,000 87,CK70 87,000 也
) 7,0㈹ 7,000 7,000 7,α)0 千

( 1%,OOO 156,000 156,000 156,000 同

左 1

( 250,000 250,000 250,0()0 25∩,000

89,500 93,000 96,500 100,COO

い 39,500 343,000 346,500 350,000 l

時期 との関係 ,参るいは社会情勢の変化 との関係に 上り大きく変動す る要素を もっているl

が ,こ ゝでは 2 0年間の均等定着 を前提条件に した｡つ-まり昭和 5 1年 よ_t)定着 し始め ,

昭和 7 1年まで毎年 7.8 00人が定着 し ,昭和 71年以降は人 Ljの変動はなV,ものとする

注 2 公団開発区域の中高JP.J;住宅用地 の人 口定着は公団賃貸住宅 ,昭和 40年定着調査結果 よ

り推定 し2DK型居住人 口を基本 とし ,3K型で修正 した ものを使用 した｡

一一･14 -



暑 51000戸当 り人口定着状況 (公団賃貸住宅 )

1年 日 4 7 1 0 1 3 16

0- 4才 5 00人 9 00人 60 0人 5 5 0人 500人 以

5～ 9 1 0.0 30 0 5 50 50 0 500

10～ 14 50 100 150 2 5 0 300

15- 29 12 5 0 6 5 ∩ 50 0 4 5 014 5 (ー4 10 5r)0 下同

30.-45 8 50 13 5 0 1 4 5 0 1 36 (I 左

45～ 59 2 40 3 10 360 4 5 0

60- 1 1 0 1 7 0 20 0 2 20 2 4 0

計 3 1 0 0 378 0 3 8 10 3 8 3 0 3 850

6′〉】1 80 2 6 0 42 0 50 0 56 0

12′}14 20 60 8 0 12 0 140

江 3 公団開発区域内の分譲宅地 の人=定着は公団の分節条件を もとに して第出した｡

注4 公団開発区城外 の組合施行区域は昭和 4 9年まで 55-間は市街化調整区域 として規制 し ,

昭和 49生vc市筋化区域 として開発す ることとした｡建設期間を 5年とし ,2 0年間の均

等定着を前提条件と した｡つま り,昭和 5 5年 よ9人 口定着 しは じめ ,昭和 7 5年 まで毎

年 500人が定着し昭和 7 5年以降は人口の変動 はない ものとした｡

- 15L
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Eg1-51.OCO戸当りの人口 定 茄 状 況 (公 Etlrf貸 抜毛 )
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5 施 設 計 画 に伴 な う前 提 条件

5-1 施設の必要性の判定

本作菜の基本となってい る施設については ,先ず "港北 ニ ュータウン基本計画原案 bK依っ

た｡

施設は大き く分けると公共施設及び社会施設の二つに75:る.公共施設は更VC街路をど交通施

設 ,給排水関係の供給処里担施設に分け られる｡

本作菜での施設 とは何 らかの意味でその建設が横浜市の財政VC影響を与えるもので争って ,

振 りに施設であって も横浜市財政 と直接 関係 のない ものは 記載 してtJOをV,｡以下上記分業に従

って述べ る｡

5-卜1交通施設

街路は地区外都市計画街路のみであって ,それ以外の幹線街路 及び細街路は横浜市財政に影

書を及ぼさないので除外する｡

鉄道は別途 グルーブの担当に参 り,軒車場等把ついてはそ の運営の手法として例えば民間会

社の設立なども考え られ ,一応横浜市財政 とは直接関係をいとい うことで除外 した｡

5-1-2供給処理施設

供給処理施設は上下水道 ,終末処晋場 ,焼却場でを _t),これ らは市の事業 として行な うが ,

本開発串菜は 日本住宅公団を主体として開発されるのでこれまでの住宅公団開発地 の施設水準

と同一水準としてい るO

5-113社会赤白設

社会施設は q港北ニュータウン基本計画原案 pによれば広域施 設 ,地域施 設の二つに分け ら

告 n: 九 ,後者は更 に以下 の 4系統VC分類されてLJ'る｡

I qr El

(A)芸年令屑の教育施設- 学校教育施設

(B)病気崎の施設 - 医棟施設

(C)老 ,幼年 ,身障者の施設- 社会福祉施設

(I))一般層の施 設 - 行政 ,管理施設 ,その他諸施設

基本計画原案の計画方針では住民の日常生活に必要かつ十分で ,住民が平等にそ の恩恵を受け

られるものとしているが ,その意味では上記各施設は ,相互に関連 し合ってお D ,どの一つを

とってみても独立では あ 9得覆い｡従 って今回の採択にあたっても ,こか等 のそれぞれ のシス

スムは くずれをい ようV=留意 した｡

5-114採択基準まとめ

上記の如 く ,採択基準を定めたが ,必ず しも¶港北ニ ュ- タウン基本計画 "の計画水準V=ま

で到達してい老い ,つま り基本計画水準が現在の公田 の水準なかを D越えてお 9 ,よって公団

の水峯 (既存例 )にまで引き下げている施設がか在 り参る｡

- 19-



｢

元来施設の水准 (或いは行政サ ービス水準 )を決めることは非常に困難である｡仮 りにニュ

ータウンであって も周辺地区 との行政サービスのレベルに大 きを格差があってlr-i7:7Lら覆い し,

ニ ュー タ ウ ンの魅力に欠け る程でも良く夜いので参る.しかし都心よ9遠 く離れたニュ ー タウ

ンならともか く ,港北ニュータウンにあっては ,周辺部の都市化 も進み ,む しろ本ニュー ク ム

ンの開発によって周辺のレベル7 ･ソブを もE指す役割を, もっているのであ D,上記基 準は最

低基盤とみ るべきである｡

夜 か詳細については以下施設単位の項をみていただ きたい｡

5- 2 施設原単位

用地及び建築面枚の算定根拠

住宅公田施行 とい う点を勘案 し ,横浜市宅地開発要綱 ,住宅公団宅地肝発計画標準 (莱 ),住

宅公団住宅団地計画基準 (莱 )等か ら計画値を決定 した｡

設備及び人員規模lr-i供給処理施設につ いては住宅公団宅地 開発の実践に よ9 ,又教育施設そ

の他につV,ては l新 しい都市財政 ･(都TrJセ/ター発行 )を参考 として規模 の算定を行っているo

醐 算定は基本的には文部省基港を採用しその他関係各省庁の計画基軸 従-ており湧 欄 柵 ･･･t,芸･符 ｡森
宴やF】=癌朽 J_い う占有掛窒1,.柏艦満蒙仙関釜専男娼.仕蒙(FTuJ-E仙閏墓室1_両虎惟 ｢宜 し 仕 ●′仏 -発く,J

'､
EZh

5- 3 建設スケヂュ-ル

建設スケデュールは市財政負担の検討の際に第 1にフィー ドバックされる問題のひとつであ

るが ,各パー トで積み奉げ られた諸計画条件 ,特に人 口定着計画か らスケーヂュールを組んだ

用地 の処分は 50- 52年の 3年間で行な う ,これは公団施行の宅地造成計画 とい う点か ら

みて ,市の建設計画が ,た とえ大筒 vE遅れることに浸って も ,公団か ら市への用地 の売買契約

紘 ,公団 の処分言十画期間内で行なわねば75Lら75:いため ,52年迄に市は必要用地を全て買 うこ

とに してい るO従って大部分の絹地は買収後数年間は放置 してお くことに怒ろ う｡

建築物は人口にぴんかんに対応する教育砲設 ,供給処理施設等につい ては^ロ定着に基づ き必要

数を建設 し ,文化施設等市の財政水準 の高低に よって影響 の大 きい施設については ,参る程度

人口が定着 した時点で適宜建設智行75:うことに している｡

^ロ計画で(rユニュ- タウン区域は 3 5万^で ,定着完了時点は昭和 74年 であるがスケヂュ

-ルは公団区域内の人口定着完了時点の昭和 7 0年迄lJt製 し*_.
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6 事 業 費 分 析

6- 1 建設事業資金 の財源

額菜 資金 の財源は一般 財源 ,地方債補助金か ら捻 出され るが 供給最処理施設 ,学校等 ほおい

ては 公団 との譲渡契約に よるものが一部含まれ る｡

ニ ュータウン建設の,J'#合 の ように一時に 多額の事業 費を出さ夜けれ ばそ らない倒れ前例がさ

ま り希いたか その財源内訳は横浜市全体の予算計画 の中で も大きな閑談 と在るであろ うが現時

J5で検岩寸す るにあたっては一般財源 ,地方債の配分について綻 ,市 ,県段階で のニュータウン

- の配分は更に進んだ時点で収支バ ランスを検討す る際VE持 ち越す こととし ,地方財政法等て‡

辞め られている-殻ル ールyC従って ,起伽 全て許可される ことを 前場 として計算を行なった.i

但 し ,例外 として用地買収 については都市 開発灸金 貸付金の法令や 資金遇用部 f"t金な どvE該当 ;

す る7'1(5分が あるけれ ども大玉1の用地 につ いて許可がお _t)る可能性が非常に少ない とい う自治省

の 見解か ら ,民間資金 の縁故仇に全明的陀依存す ることを前提条件 とした.

御地方位 資金を大別す ると次の とお りである｡

! 芸金朋 芸
し そ の 他

地方債資金

-

-

,＼-

･-

国内資金

外貨資金

lid債公付交′-＼

公営企業金融公跡

市 場 公 葬

地 方公務 員等共済組合

管 理 組 合

縁 故 債

貸 債 (米貨債 ,ドイツマルク柄等 )

款 (世銀 借款等 )

この うち 43年度地方債計画上では ,総故 6.773億 円の うち ,政府 資金 が 4.0 17億円 で

5 93解を占め最 もウェィトが高 く本事業で も用地以外 の起債は大部分は政府 資金 に依存する

で 参ろ う｡

又発金 借入利率 と倍還 方式は 次のとお りで参るO
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6分 5厘 元利均等半年鮮

6分 5厘 同 上

7分 3度 元利均等半年脚

(上下水道事業は 7分 )

7分 3厘 同 上

社 (消防 ) 7分 同 上

の譲渡 契約のみるものは五省協定等に よってル ーJL,が定め られてV,るので ,それに従

この うち教育施設については公団は補助表 の一般財源分を建替施行 して 自治体VC諸

になってお り ,そ の佃濫期間が 3薙- 1 0鐘 になっているので今回 の試算では 1年

還 ,24千振置 8年僻遠の 2種知を採用 したが ,現行では 1鑑据置 2年倍達が原則 と

が近釆市町村 財政の圧迫が大 き くなるErLつれてそ の依還条件 の緩和が要求されてtr･

え市町村 財政に最 も大 きな影響を与える もの仕用地 常の捻出でみる ことは 明白で参

その対策 として用地只収 面杭の減少 とい う消極的な案か らES]庫補助に至 るまで種々の

hねばな らないが ,これにつLJlては次の段階での検討- の問題採起で留める

うに用地買収 に対す る補助制度は現在行なわかてお らず ,政府焚金 (J'Cよる起債 も本

Lて大 規模を開発では期待が蒋いため ,公EB,そ の他の民間 資金 の頼政債に依存せね

,今回の試算ではそ の条件は ,全て 3生 糎駐 7年佑菜金 利 7分 5厘 ,元利均等半年

,起ql充当率(rig0啓と し ,残 り10多を一般 財源か らの持出とした｡もし政府 汽

用部 資金或V,は都市開発資金等 で全額借入 出来れば 6分 5厘で倍選可節である｡

弓では公団施行の ものについては公団の現行ルール ,そ の他については地方債ル ール

計体

○

全

凸

る

の

い

画か ら神奈川県及び横浜市-の配分が どの程度 期待 し得 るかについては検

建設単価 の 前提条件

間吃令場の鍾級の 題 となるものに物価 の上昇率が 参る｡建設省 の資料で も人件戴

85% ,物件兜 57啓 ,維持 管理費 58帝とV,う数値が得 られたが ,ニュータウン建設処分期

間が10年近 くか かる場合に物価 の上昇を予測することは極めて国難である｡ま してそれ以後

の人口定着段階 の推持 管理費におけ る人件費 ,物件費につVlて も上昇率 を入れた計算を行な う

は計算結果の誤差を大 き くす る以外の何物で もない と考え られ る｡従って今回の試算にお

は ,全て の単価は昭和 43年度 の単価 を固定させ て計算を行った｡

I l27-



建設単価の基準 としては 自治省の地方交付税及び地方債のための基準が参考 とされたが ,こ

れに住宅公団の建設標饗 と横浜市JL)ニュ-タウン建設 とい う点せ糊糸 して言1画単価 とした_O

建設単価大別す ると教育施設 30 000円/ 7n' ,厚生福祉施設 3 5.000円/m'-40.000

円/7,L',文化嶺設 4 50 00円/7,t程度を基準に してい る｡

官街路 ,供給処理施設VCつV,ては住宅公EB嶺行 とい う点か ら安定 した｡

詳細につし(ては ,施設別計画表を参照されたい｡

6- 3 維持管理柴の算定根拠

職員給与の算定

横浜市の 4 3生皮平均 職員給与資は 108万円でみるが ,戦位別の給与912が不 明であるため

これに近いモデルとして地方交付税制圧解説 (単位焚用荊 )の都道府県分給与費を採用 した｡

これに より課長級 15 0万円 ,甲吏員 12 0万円 ,乙吏員 8 0万円 ,置用人 6 0万円とし ,こ

れ以外の職位は上記の職位の穀 も近い ものに含めた ｡

そ の他の維持管理貿

需要ダ壬,役務蚊 ,栴品購入幾等は ,交付税単位 費用 ,新 しV,都市 財政の数値を併用 して横井

Lfr_｡尚備品の うち初年度 調弁盤は硯別として ,1 0生 ことに購入 し直す ことに して初生慶 ,

1 1年 目に算入 してV,る｡

又横路 ,公陸】緑地 ,供給処理施設等の維持管王q僧 は南多摩 ニュータウンの市財政負担検討の

数値 も用いた｡
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給与費単価積算内訳表 昭和 4 3年度地方交付税制度解説 (単位費鞘蔚 )

都道府県 分

区 分 部 長 級 課 長 級 吏 員 贋 用 人

1 給 料 I.192.464円 877,872円 5e3.560円 335,892円

2 扶 蓉 手 当 13,680 13,6808,544140.460 13月8〔) 13月80

3 暫 定 手 半 ll,328 5.664 2.976

4 芸 冨 笑 … 喜 238,493 35353 20.332

5 期末 勤 勉 手 当 446,406 330.035 221,065 129268

6 退 職 手 当 95,397 70.230 46,685 26,871

7 基 金 負 担 金 1.532 1.106 697 411

8 共済組合負担金 142,759 105,133 69,934 40313

9 通 勤 手 当 12,120 12,120 12,12() 12,120

計 2,154.179 1.559,180 988.758 581.863

市町村分

1 給 料 747.528 506.844 326,604

2 洪 蕃 手 当 10.788 10.788 10.788

3 暫 定 手 当 7.056 4β00 2.784

4 管 理 取 手 当時 間 外 手 当 89,703 30.699 19.763

5 期末 勤 勉 手 当 280.636 191,558 124.731

6 退 職 手 当 59,702 40.548 26,128

7 基 金 負 担 金 800 526 344

8 共済組合負担金 96.869 66,085 43.0336,5769 通 勤 手 当 6,576 6576

29

め

O

こ

た

た

･

る

L

L

算

の

稗

･

討

て

皮

検



地 区 外 都 市 計 画 街 路

事業主体 十 - Zl

項 目 計 画 内 容 計 画 積 盤 . た 科 - 根 拠

用 地 規 模 A ll.45ha006h 単価A20.000円/好一B25.000PVh'.C30.0叫

B l aC 28.08ha 市負担A1/6 B.C1/3A ‥‥公団関連 (塾▲2,290盲万円B‥ .NT区域内 B2,515首万円C ‥‥ NT区域外 08,424首万円 "

用 地 戟 用 地 単 価用 地 費 ◎ 13.229百万円⑳ 4.027首万円

起債灸件 充 当 率価 菟 条 件 SOS3年据置 12年価還 6分5度

建 築 規 模 A で2Anxx2:5&.仇 gl25 ×2250B 187nX5,1007n (現道 8hX5,loom)
せ * 牛 計 画 単 価補 助 単 価 5/6 . 2/3

補 助 窒 32 ×1.550

契 質 補 助 c l87花×1,440m (現道 8'RX6,loom)22 ×11.000面 積

建 築 費 3.230百万円
-般財源 単価 .公Eil資料 ⑳

補 助 金起 債 - 2.246 18,礼- .85β00円′ん A 577百万円

そ の 他 22m-- 112,00肝レ/m B 758盲万円257九....12450併甘/も cl,893首万円

起溝条件 充 当 率 SOS3年据置22年依還 6分 5度

併 遣 条 件 32m--206BOC円/7n Ill

施 設

維持管理 職 長 】I】
維持管理哩 給 与 費需 要 費

役 務 費備 品 費そ の 他

■ 計
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事業主体 横 浜 市 水道 局 巨 拠- 水道法第 5粂 厚生省令に基づく水道施設基準による日本水道協会

項 目 計 画 内 容 計 画 標 准 一 資 料 - 根 拠

用 地 規 模 配水池 ポyプ場を設ける場合 0,37d/人 1.計画給水人口は開発地区の計画人口とする

350.000人×0.3叫//久-105ha 2.計画給水丑は次表托掲げる数値を榛準とする計画絵水虫-計画給水人口×1人当り計画給水丑1人当り計画給水丑の標準

用 地 賛 用 地 単 価用 地 費 用地只収単価+整地 蝶単価15.000FV hT+1000円/〟-16.α)0円/lO_5haX16,000円//勺r-1680

蒜 ､- 讐 讐 5万人ヌ弼 5-10:万人 10

1人 1EI平均給水量 200∠ 230∠ 70∠

起債条件 充 当 峯借 濃 集件 9045年据置 25年価還 7分 5厘 1人 1日最大絵水菜 300∠ 350 400
時間最大給水昆(1人1El丑に換算) 600′ 630 650

I ヰ 規 模 第 7回班張工事

建 築 費 計画 単 価補 助 単 価補 助 率実 質 補 助

面 横

一睡 や せ-般財源補 助 金起 債

そ の 他 事英決定日 昭和40年 3月31日事 業 年 度 昭和 40年-昭和 45年給 I事 費 159億 5,000万円
起債条件 充 当 率 90565年据tE25年仇濃 7分 5厘

竹遼 条 件 謡和 50葦の琵帯 莞n̂占,8%020賢哲 警?欝臥 として浄水使用丑を 160万 Lを計画している

t A 静水場配水池 - ..-.-港北配水池加圧ポンプ場 --大棚ポyブ場中断ポンプ場配水管 日本住宅公団宅地開発計画標準

配 水 租 0.3

I拝管理 職 員

維持管理懲 給 与 受需 要 斐ぺ 碑 世備 品 焚そ の 他

計

第 7回拡張工事は既成市街地の供給増強を目的としたもので港北 二 ._-クウy とは酪係ない.

水源としてri昭和 50年皮までの水確保は十分であると考えられるがそれ以降の神奈川県下の水源が

な くなるのでその対策が必要となる○現在 .配水管 (4)100- 500)が早淵川鶴見Jrに沿って '

既存の典家へ綱を組んでいるか港北ニュー.タウy地域への水の供給は ,既成市衝地へ送るおこぼれを



下 水 道

横 浜 市 下 水 道 局 日 本 水 道 協 会 l

項 目 計 画 内 容 計 画 標 也 ･ 軒 科 ･ 根 拠

1計画排水人 口は計画地区の計画人口とす る｡

2排除方式は分流式を原則 とす る

905

5年据置 20年債遼 7分 5厘

3計画排水区域は汚水については開発区城 と し雨水につl

いては .開発区域を含む地形上 の流域 とす るE,

4計画汚水JEliifは .計画排水人口に1人当り計画汚水叫

乗 じた値 とす る｡

1人当 り計画汚水丑の標準は上水道 におけ る給水丑叫

同 じ

(注 )汚水Elには地下水 を含んだ値であ る

905
5年据置 25年倍達 6分 5度

る｡

Ll)降雨強慶はその地方の 5年確率時間雨立 とす る｡

(2)開発地区 の平均流出保静 ま04を標準 とす 8.

6汚 水中継 ポンプ場の用地面横は ポンプ場 上屋およびal

砂 地等 の構 造物の両横のお ゝむね 3倍を標準 とする｡

事業 数敢用分担率 (住宅公団ルール )

下水道幹紛
川向幹破 .山E日新菅田幹線 .荏田幹線
今次5ケ年計画で川向幹線のニ 1- クウ/地域入口まで
(事英資 7億 4,000万円 )山田新書EB幹線 7)ルー トを

変更 して勝田付近 まで執行 (事業費9位円 )
次期5ケ年計画で ,昭和50年 まで-托山巴新 吉田幹嬢の
残 りと荏田幹線と事業認可区域を執行予定

横浜市宅地 開発委綱施設の管理 につい て

分流式下水道 におけ る汚水管 きょ及び地域共同浄化秒)】
維持管理は開発事典者の負担で開発車業者か行な う｡
た i･し.維持管理 に要す る費用 の 10年分を一指市叫
納す る場合は市か維持管理す ることもある.

lL



終 末 処 理 場

車乗主体 横 浜 市 下 水 道 局 巨 拠齢 日 本 水 道 協 会

項 目 計 画 内 容 計 画 額 幾 , 缶 科 - 根 拠

用 地 規 模 吾十画処理人口×1人当 り用地両横 日本住宅公団宅地開発計画横嘩1開発地区両横が 60ha (計画人口1万以上 )の地

350DOÔ ×037d/1人-10,5ha 区には終末処理場を設ける○2,計画処理人口は開発地区の計画人口とする3.処理場は原則として地区内に設ける4.処理場の用地面帝は下表に掲げろ値を標準とす る

用 地 費 用 地 単 価用 地 費 用地買収単価 十重地車単価15.000円//J+1.000円//一応 -16.000円〟10.5haX16.000円//伽｣-..
㍍ 警 の規模 は 方針 ㌻ l頼 0万î

1人当りの用地面横 l0-5刀でlO,47d lO.37d

起債条件 充 当 率価 煮 条 件 90¢5年据匿 20年僻 7分5厘
5,処理施設の計画下水立は分流式の場合は計画

建 築 規 模 1日平均汚水量 ×余裕率 を標準 とする○芸 憲 ];喜笹 l詔 準 は 万 志 l5妄1̂OLi1万 二 l弼 鮒 用分担* l書芸霊芝l 諾 -1 :≡喜5｢÷ … l

建 築 費 計 画 単 価 904補 助 単 価補 助 率 国庫補助対象50% 補助対象外50%
契 質 補 助

面 棟

せ 串 や一般財源

補 助 金起 債 日本住宅公団開発地区現況

そ の 他 ＼ 芸 画 処 芸 q̂働 苦 ≡ ≡慧 ,敷地 -

趣儲灸件 去競 慮 25年偲 7分5厘充 当 率舘 還 条 件

烏 投 横板工事屯気設備 ポンプ室沈砂垂二股抑沈澱池最終沈澱池 菊名処理場吾†画

消礎 タンク汚沢渡崩ク yク汚泥処理横械 計画決定 日.事 菜決定 日 昭和42年 12月 22 日計画処理人口 88万5.000人下水道整備 5ヶ年苦†画 (昭和 42年～ 46年予定 )の一環 .港北二ユ-クウンの計画人口の処理は可能である○

推持管理 職 員 1人当 り維持管理費 (定着時 )北習志野地区 1.150円/人年1レJ､金井地区 940円/人年

維持管理硬 冶 与 や需 要 費役 務 費備 品 費そ の 他

計

排水方舟 i分流式とす る○雨水は地区内の調整池を経て早滑川 J旬見川托放流

つ

を

K

K

nB

r.山

水

水

水

∴

＼

∴
㍉
｣

で
を

の

T
-
ー

g
B

禁

畔



焼 却 場

事業主体 横浜市棚 局 巨 拠齢 清 掃 法 1l
項 目 計 画 内 容 計 画 標 狸 . 缶 料 . 根 拠

用 地 規 模 10.Oha慮 謡 欝 6,._46Eaa) 慧 聖 .器 用- .cd..当る 0 1I

用 地 費 用 地 単 価用 地 受

起債条件 充 当 率慣 遺 条 件 ･90%3年据置 7年償還 7分5厘

建 築 規 模 笥空炉蓋菅 笠 孟品xo蒜 轟 n/4 1.(0.9)ここでは 600t/dを採用するので d

建 集 費 計 画 単 価 横浜市事業計画 L

補 助 単 価補 助 輩 港北区の処揮区域 として二つk:分け北部第 1処理区域 北部第 1I場 600t/A

実 質 補 助 昭和 50生皮 推定人口 547千人要処理Jlii 542t.昭和 55年度 推定人口 629千人要処理丑 7551北部芸誓I= 芸…予≡部≡#2n芸 隼 冒3.1勤

面 積

建 奥 費一般財源補 助 金

起 債 昭和 50年産 推定人口 189千人

そ の 他 贋処翠玉 187t昭和55年度 推定人口 246千人建設工芸終了予霊笥 429基4妄動予定 501
起債条件 充 当 率竹 還 条 件 70%3年据置 7年悦還 7分5厘

施 設 焼却炉 (75t炉 ) 9基.(内予備 1基 ) 1人当 りごみ排出jli.l l.000g/日

21車 11台 (内予備 10台)1台3回転/日 60万人×0_001t/d600t÷75t手8基 (1基 75t炉を使FW ちとt】l

維持管理 職 員 工場長 1人 用吏員 3人 乙吏員6人 作軌 §封 等;̂芸豊富蓋号 1,人, i
維持管理傑 給 与 費需 要 焚

役 務 焚備 品 敢 】J1】そ の 他

計

収 入 塵芥処理手数料 d■一



車乗主塔 市立 1 :私 立 1 巨 拠- 幼 稚 園 設 置 基 準

項 目 計 画 内 容 計 画 標 趣 . 資 料 . 根 拠

用 地 規 模 l ′ト学校区 に2園 0.2ha./個 園地面横 (文部省基準 )

公立 1:私立 1 930+370(N-1) N:クラス数/'>/ 1t
用 地 饗 用 地 単 価用 地 費 平均処分価格×0_717,500円/材Xo2-35首万円

起債条件 充 当 家作 遼 条 件 9053年据置 7年依還 7分5厘

建 築 規 模 児童数 200人 7クラス 30人/クラス ･園舎面額 (文部省基準 )

クラス数 園 舎 面 積 (m')

1 180

建 弟 資 計 画 単 価補 助 単 価補 助 率実 質 補 助 30.000R/7*定板 100万円

2以上 320+100(N-2)

｡運動場面頼

面 構 820ml クラス数 遊 動 場 面 磯 (m')

建 築 史一般財源補 助 金起 債そ の 他 25 ~百万円14110 2以下 330+30(N-1)

3以上 400+80(N-3)

･児童数算定基準 児童奉 就園率

起債灸件 充 当 峯餌 蓬 粂 件 年据置 年債還 分 厘 5才児

4

3

為 斡
計 0,0387A

姓持背理 職 員 園 長 1 教 倫 7 用務員兼事務助員 1産休 .休職代替教諭 1 (内初産調弁受400千円 )

維持管理噂 給 与 費需 要 費役 務 費備 品 費そ の 他 7,90030.0100400

計 8.700



｢ 二

事業主体 l Q拠- i.公 立義務教育諸学校 の学級編成お よび教磯貝定8準 に関する法律,..6,i,_ _ i.TJ1...- 岡 B 等 ∃王B l.≡,_ ･- I

項 B 計 画 内 容 計 画 模 盤 . 資 料 . 根 拠 ? 顔

用 地 規 模 1住区に 1校 .1､6ha/佼＼- ･文部省基準 .校地面柄 N:クラス赦 用 地 カ月兼

クラス敢 校地面横

15以下 4B50+I.050(N-1) J

用 地 費 用 地 単 価用 地 費 平均処分価格 ×0.5百万円12,500円/廿×1.67Tl-200 16～21 19.400+850(N-15)

22以上 24月50+800(N-21)

･公田宅地開発計画標準 :上記の 80序･港 南台 の例 12.500m'(純用地 )･1.25(1+0.3)-1_6ha(不利用地 3割)

起債条件 充 当 輩竹 遭 条 件 90%3年梅鑑7年償還 7分 5厘

建 築 規 模 児童数 1.200名 ヱjJクラスt45人/ クラス ･児童峯 0_12A (A :計画人口 )･校舎面積 ++ ifJ

廿 i由 投 J告 書寺 別 枚 J
グ ラ ス】牧 按 分 両 fA (IT) 理 ●斗 廿 鞭 6ヨ工 1■

建 築 費 計 画 単 価補 助 単 価補 劫 峯契 懲 補 助 28.500円/m'28.500円/7d1/3 )-5 I

6-ll l l

12--17 I l l

18-23 Ⅰ 1 1 1

2一トー35 1 1 2 l

36-..47 2 1 2 1
面 積 4.1147Tl 48以 ｣二 2 2 2 1

特殊学級のあ る校舎面静 ま当該学校の学級数か唖 や 117~百万円

-般財源 20 学級 の数を除 じた学級数に応 じ .上表により計暮1
補 助 金 39 面柄にrl497TlX特殊 等紋数 ｣を加えるo

起 債そ の 他 58 :誓質屋表 芸蒜 L(票f:..嘉霜 政 ) ノ.1～ 3クラス 217d 14～24 6017*8-13 422
起稿条件 充 当 輩伐 還 条 件 最 遜 年債遺 分 厘

施 .設 監内運動場面横 9007d 約 5年後建設感設費 2.097万円23.300円/7R' 43年度地域別建築単価 (円/7n2) ■投

■･屋内体育虎 (43年鑑地方交付税制度鉄骨校舎糾

維持管理 職 員 用務員 1,事務補助員 1.給食従業員 4 i･内初- 300千円 , 1 暮拝せ理 】･i
維持管理硬 給 与 焚謂 要 資せ 淋 牛偏 nuL. ¢そ の 他 3,700千円2.1002003.700500

計 10.200

1I



事実主体 横 浜 市 l Q拠齢 準に関する法砕2.鐘務教育話学校施設国座負担法施行令

項 目 計 画 内 容 計 面 積 幾 . 更 科 . 根 拠

用 地 規 模 2住区托 1校 i 3ha/較 ･文部省基準 校地面積 N :クラス赦クラス数 枚地面積 (m')

9以下 6,500+1.500(N-1)

用 地 費 用 地 単 価用 地 史 平均処分価格 ×0_5 百万12.500円//材×23ha-288 10- 21 18,500+1200(N-9)

22以上 32β00+1.100(N-21)

･公団宅地開発計画標準 :上記の80帝･港南台の例 18▲000m'･1,8(ー(1+ 0.3)-2_3ha(不利用地 3割 )

起債条件 充 当 塞竹 遣 条 件 9053年据置 7年依遼 7分 5厘

I 集 規 模 生徒数 1.200名.26クラス.45ルイクラス ･生徒率 0.06A (A :計画人口 )･校舎面横

クラス故 1此 奴 含 寸寺別 汲 虫

クラスだし 授 令 r何fA (-I) 理 事斗 # # 共 析 技 7rl 官 位 - 辛

埴 ホ 計 画 単 価補 助 単 価補 劫 峯実 質 補 助 28.50OR/7Tl28.500円/7d1/ 2 1.--23...-令 I1 1 1 1

9-14 1 1 1 2 2
15-20 2 1 1 2 2 1
21-26 2 1 I 2 2 1
27-32 3 1 1 2 2 1

面 棟 4,8747d 33-38 3 2 I 2 2 ll

･特殊学級のある校舎面棟は当該学校の学級数から特殊建 築 受 139百万円

一般財源補 助 金 186952 学級の数を壇験 した学級数に応 じ .上表 により計井 した両横に r1497オ×特殊学級数｣を加えるO起 債 ･鉄筋コ/ク リ- ト補正 1.125
そ の 他 ･屋内運動場両横 (新 しい都市財政 )

起債条件 充 当 率 75%

竹 選 集 件 振思 年慣選 分 厘 6′～10 51011′～18 648

A Sヽ 屋内運動場面 積 9707n-建設費 23300円/7Tl 43年度地域別建築単価 (円/ 7㌔)

他 姓 F鉄 芯 コ ン

･屋内体育館 (47年鑑地方交付税制庇鉄骨校舎統一単価)23.300円/nT

I籍管理 職 長 用務員 1.事務補助員 1.給食従業見2 (内初産沢井教 4.800千円 )

維持管理噂 冶 -ら常 葉 貿役 務 蚊備 品 鍛そ の 他 2.500千円2,8〔)03005,400500

計 ll.500



事業主体 l 触 - i

項 目 計 画 内 容 計 画 標 艶 . 賢 科 . 根 拠

用 地 規 模 中心地区に1ヶ所15,0007d J1llli
iF]% # 用 地 単 価用 地 費 25.000円/ m'375首万円

起債粂件 充 当 奉仲 立 灸 件 9053年据置 7年債還 7分 5厘

建 築 規 模 5,0007Tl qitIt】Il

t玉 串 や 計 画 単 価補 助 単 価補 助 峯 45.000円/ m,35.0001/4
突 質 補 助 20%

面 稗 5.0007Tl

建 築 費-般財源補 助 金起 債そ の 他 225盲万円4545135

起債条件 充 当 率 755
頒 丑 条 件 3年据置 17年倍達 6分5度

施 設 I.I

維持管理 聴 負 館長 1.甲吏員 2.乙吏邑2席用人5.技術長3

蛾持せ母 給 与 費需 要 費役 務 費備 品 費そ の 他 10.9003.2402641,3402,400

計 18.144

- 38 -

川 『



事集主体 l *拠齢

項 目 計 画 内 容 計 画 額 港 一 資 料 - 根 拠

用 地 規 模 1中学校区に1ヶ所8007d/ 1ヶ所

用 地 費 用 地 -単価用 地 費 25.000円/7d20百万円

軸 条件 充 当 事件 愚 条 件 9043年据置 7年慣 7分 5厘

一 重 規 模 3007d/ 1ヶ所 施設内容として .国事室 .換金重 .体育館 (卓球 )7ミJ--ズメy ト圭が含まれる○

建 築 費 計 画 単 価補 助 単 価補 助 孝実 質 補 助 45,000円/7rl35.0001/4 .20%

面 積 3007d

建 築 費-般財源補 助 金起 債そ の 他 13.52.72.78_1

起横条件 充 当 薮珊 遺 条 件 7543年据tEE12年債遭 6分 5厘

A B

■細 我 見 甲吏員 J乙吏員 .雇人各 1名

接待管理硬 給 与 費舘 雪 祭役 務 費備 品 資そ の 他 2,600千円2407550

計 2.965千円

- 39 -



事菜主体 巨 拠-

項 目 計 画 内 容 計 画 模 盤 . 史 料 . 根 拠

用 地 規 模 中心地区に1ヶ所3,0007オ 1I1llti一A
用 地 賛 用 地 単 価 25,000円/7d

用 地 費 75盲.万円

起債条件 充 当 輩 90%

佃 煮 条 件 3年据置 7年伍遣 7分5厘

建 兵 規 模 1.0007d tllill
建 築 鞍 計 画 単 価補 助 単 価補 助 妥 45,000円/7Tl35.0001/4

粟 野 補 助 20飾

面 積 1.000d

* * #一般財源補 助 金起 債そ の 他 4521915

起債条件 充 当 峯曙 遺 条 件 4055年据置 1.5年伯還 6分5厘

鬼 没 】】llI

維持管理 職 員 係長 1.甲吏員 1.乙吏員1.雇用人 1 】tl

維持管理呼 給 与 費需 要 費役 務 受備 品 費そ の 他 3,800千円75610935036

計 5.051千円

-- 40 -

柑 『



車乗主体 I - 齢

項 目 計 画 内 容 計 画 額 世 . 缶 科 . 根 拠

用 地 規 模 中心地区に1ヶ所4.000d

用 地 饗 用 地 単 価用 地 費 25,000戸 / m'160首万円

起債灸件 充 当 率慣 遣 条 件 9053年据置 7年債遼7分 5度

t 事 規 模 1.700m'

建 築 費 計 画 単 価補 助 単 価補 助 率実 質 補 助 45,000円/7n'35.0001/417%

面 概 1,7007n'

唖 や一般財源補 助 金起 債そ の 他 76.5首万円38,113.025.4

起債条件 充 当 峯領 蓬 条 件 4053年据置 12年債還 6分 5

k B

娃持管理 職 員 孟果長 1 甲吏員 1乙吏員 1 雇用人 2

維持管理懲 給 与 費需 要 費役 務 受備 品 費そ の 他 4,700千円8961341.878122

計 7.730千円

- 41 -



老 人 ホ ー ム ( 巷 譲 )

項 目 計 画 内 容 計 画 標 鍵 . 軒 科 - 根 拠 【

人口定着について 6ヶ所 程度
1ヶ所定 員 60- 70人
2.5007n'×6ヶ所

25.000円/Td

90再残 り｢般財源

3年据慣 7年依還 7分 5厘

ll

量暮夏計 ヒ:jî 口×一㍍ 丁 (昭和 60年 )
施設に収容すべき老令人口 :全老舎人ロ×1/ 100
港北 N .T35万人

350000人Xll/100×1/100-385̂
÷ 400人

(出典 .南多摩 N .T施設計画 ■67)

公団 IDK程度の個室 30童 1.0007Tl
I,独身寮 〝 20垂 4607d

付属施設 5407d
計 2.0007d

基準事業穀×70年
3年楯伍17年依還6分5厘

'1人当 り307オ 2階建以上 とする

･公EZ)lDK :33d (100坪 ) 40.000Pl/廿

I u 独 身寮 :23m'(7坪 )

･病院は施設内には特に設け1.近隣の病院と契約すモt
のとする｡

施設長1名 足用人2名 書† 9名
事務員1 寮 母3
指導員1 看護婦1

･職員1人当り収容老人数9-12名(既存事例)

-一43---



00b人 】'd 】i f 社 会 福 祉 セ ン タ - J

事業主体 巨 拠齢

項 目 計 画 内 容 計 画 額 連 . 資 料 - 根 拠

用 地 規 模 庁舎用地 900+0_3-3.000円/打 ･建ベイ峯30J〆･.残 り (lo弟)は｢般財源

用 地 費 用 地 単 価用 地 費 25,000円/7R'

起債条件 充 当 峯傭 遣 条 件 90%3年据位7年慣還 7分5厘

書 ヰ 規 模 庁舎面横 ｢新嘗一般庁舎面棟算定基準｣ (建設省営繕局 )

-900m 職員 1人当 り占有床面耕-4m'.

建 築 費 計 画 単 価 40000円//廿

補 助 単 価補 助 率実 質 補 助 30.0001/31/4 庁舎総延面穣/純事務室面横-7(特殊なケース庁舎例)

面 頼 900m■

建 築 費-般財源補 助 金起 債そ の 他 36 首万円8919.

起債条件 充 当 寒竹 還 条 件 莞 詳 管,x*7fg題6分5厘

王約するも X 設 ･老人福祉施･児童福祉 〝･職業補導 〝･身酷者福祉 )(老人クラブ他)(青少年福祉施設)(職集訓練施設)〟 (更生指導施設 .訓練教材他 )

B例 ) I 職 員 魔設長 1人 助手 (乙 )16人吏員甲34人〝 乙48人

紐持管理笥 給 与 費雫 要 坪役 務 鍵そ の 他 95,000 千円1.400300100

計 96,800

ll



横 浜 市

項 目 計 画 内 容 計 画 標 狸 ･ 賢 料 ･ 根 拠

対象 約 50000人 に- ヶ所 5ヶ所

平 均処分価格

15,000千円

90%

3年据置 7年仇還 7分5厘

754
3年据置 22年償還 6分5厘

甲吏員 2 乙吏員2 ひば りケ丘保谷市出張所 (42年度 )
対象 3,245戸 10830人
職員 6名 (所長 1 王3 罷2)
事務件数 123,647件
収入 28,875千円
人件費 6,175千円
物件敢 309千円

草加松原団地周辺
職 員9名 (所長 1 主 2 壬補 5 用 1)
人件費 5,I16千円
物件 鍵 663千円

- - 4+ --



f 保 育 所 J

事集主体 l 触 齢

項 目 計 画 内 容 計 画 標 稚 一 缶 科 . 根 拠

用 地 規 模 住区に1ヶ所 用地 600÷0.4-l.500d ･建物の建ぺい率を約 40飾･残 りは一般財源 (10%)I

用 地 鞍 用 地 単 価用 地 賛 85000円/Jnl

起債粂件 充 当 寒竹 菟 条件 90多3年据置 7生仇還 7分5厘

一 築 規 模 定員 75人 床面横75×8=6007n' ･(厚生省令 23.1229第 63)'設備の基準 畏署墓 三:言争.7ddク太尾外遊技場 3.3 m'/人小 針 約8_Om■/人･保育所対象児童数の算定 (全国平均 )学令前児童数C-全人口×10飾対象児童数 0.125.0

噛 ホ せ 計 画 単 価補 助 単 価補 助 窒 35.000円/7n'30.OOO N1/3
爽 質 補 助 1/3.5

両 横 6007TL'

吋 や せ 21 百万円14-般財源 地方負担額×70堵

補 助 金 16 定敵 100万円 ヶ所

起 債そ の 他 30飾起債･特別地方債
春頃条件 充 当 峯何 濃 集 件 地方負担額×30年3年据位 17生依還6分5度

莞 設 ･乳児室 .保育室 .共用スペース .屋外遊技場などの施設･オルガ/.その他の畠具備晶

一持管理 職 ji 器 雫壬左事 1̂雇用人 2人

維持管理牡 給 与 資需 用 費役 務 斐備 品 穀そ の 他 6.000 千円i.100100500

計 7.700



｢

TLt菜主体 横 浜 市 巨 拠齢 】

項 目 計 画 内 容 計 画 標 准 . 資 料 . 根 拠

用 地 規 模 3.0007打 開内 約 400ha地区内 1ヶ所 東京消防庁 ヒヤ リング lllll】I
用 地 饗 用 地 単 価用 地 費 平均処分価格75首万円

起債粂件 充 当 率 90%

竹 菟 条 件 3年据tE7年依還 7分5厘

竣 輿 規 模 1,0007d 東京抑 庁 ヒヤ リ/グ IIlI】I(損保受金 ) l

建 築 焚 嘗十画 単 価補 助 単 価補 助 窒集 質 補 助 40.000円/7d35.0001/329%

面 積 i.000m-

建 築 費一般財源補 助 金起 債 407ll22
そ の 他

掛 売灸件 充 当 登頂 還 条 件 1年据置 6毎依還 7分0厘

施 設 ポ/ブ卓救 急 車梯 子 車広 報 卓乗 用 車 3台 (内予備 1台 )2111 34,400千円 芸者 窒 32:≡.0.0 千円 .梯 子 車 18.500(307n梯子 )広 報 車 800乗 用 車 800

縫持管理 職 員 消防長 1 消防司令 1 消防司令補 3 求/ク卓当 り吏員 5×2く1+1/7)-80

消防士長 5 消防士 49 -9i務職員 3 救急車 〝 3x2(1+1/ 7)-48車依却 6年
維持管理伐 給 与 費需 要 費役 務 費･備 品 費そ の 他 54,2002.5002003.000(車)34.000

吾† 107.100

収 入 - - - 梶- - 】】l
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r 診 療 所 [

′7■7｣ ..L' 事業主体 横 浜 市 巨 拠齢

項 目 計 画 内 容 計 画 標 港 一 缶 科 . 根 拠

用 地 規 模 3.6007d/ 1ヶ所 用地 -建範面鞘×6地区 セ ンター内に設位 .5ヶ所を市営 とす るO

用 地 費 用 地 単 価用 地 資 @25.000円/7Tl90.000千円

起債条件 充 当 寒竹 丑 条 件 90%3生振澄7生伎還 7分5厘

建 築 規 模 600m/1ク所 鰍 30.000(人口)×5/1.000(患者数率
(150ベッド) ×40(7Tl/ベッド)

建 築 費 計 画 単 価補 助 単 価補 助 薬キ ロ 補 RI) 41,000円/A35.000 〝2/ 358%

面 積 600m'

I空車 や一般財源補 助 金起 債そ の 他 25,000 千円3.00015,0007,000

起債条件 充 当 峯佃 選 集 件 70%5年据tE 20年債遼6分5rii'

為 投 自動車冷蔵庫医療用器具 1台/6年1台/ 1蛙

推持管理 職 員 吏員 2^看護婦2人雇用人 2人 (うち 1.442千円初年度調弁焚 )維持官理硬 給 与 費需 要 費役 務 費備 品 敢 5.376 千円1.111711.542
そ の 他 1.000 (委託料 )

計 9,100



消 防 出 張 所

項 目 計 画 内 容 計 画 額 准 ･ 賢 料 ･ 根 拠

1.000m' 圏域約 250ha
地区内 4ヶ所

90%

3年据置 7年償還 7分5厘

1年据位6年依還 7分0厘 (損保資金 )

ポンプ卓 3,300 千円
救 急 車 2,200

車仇却 6年

危険物検査手数料 .羅災証明手数料

- 48 -

虻 _



[ 修 復 地 区 L

一兵主体 巨 拠齢

項 El 計 画 内 容 計 画 額 港 . 缶 科 . 根 拠

用 地 規 模 770×5/100-38.5ha N ,T面横2.53く)ha点薬 4 26〝修復地区 770〝横浜市 宅地開発質綿 ｢公益施設用地は地区両横の 5年をとる｣

用 地 懲 用 地 単 価用 地 費 3.000円//′材1.l55~百万円

起債条件 充 当 寒竹 丑 条 件 9043年据置 7年依運7分5厘

柵 串 書十画 単 価

補 助 単 価補 助 妥 排水弦770haX460円///打×50/100-1,771首万国補 16/100 市 84/100道路舗装焚 市 10/lO

実 質 補 助

面 積

建 桑 津
一般財源 770haX20/100×1/2×2,50W m'

補 助 金起 債そ の 他 -1.928~百万円

起債条件 充 当 率何 遍 条 件 年据置 年仇還 分 厘

1 穀

t持管理 職 員

維持管理哩 給 与 費需 要 費役 務 費備 品 費そ の 他

計

- 49 -



維持管理算定根拠

横 井 内

園長 1.教諭 7,用務員 1.代替教諭 1

県内施錠 (研修講習会 )1,620円×29回 (1人 3回 )

学校医報酬 8.000円×2人
学校薬剤師報酬 4,000円×1人

1,消 耗 品 焚
2燃 料 鞍
3.食 料 費
4光 熱 水 焚
5,印刷製本常
6,医療材料費
7.修 繕 科

200円/人 ×200人+ 10000円
30000円

5.000円
30.000円
50円×200人
50円×200人

建物維持 30円/7dx820m一
園 舎 200円/dx820m'
運 動 場 4円/7*×74076
備 品 10000円

1,通信運搬焚 2.500円/ 日×12日
2,手 数 料 10000円
3.火災保険料 820m'x30.000円/7dxO8/ 1.000

1,幼児用机 ･椅子 1,600組/円×200
2.オル ガ y
3,教材用備品
お よび 図番

4麻生用備品
5腰 用 備 品

35,000円

60.000円

2,000円
10.000円

教育使用料
幼稚園使用料

▲‖t~Y
o
Lr7
0
▲‖U
0

LI'
..■.3
0

5
3

3
1
,
1

2
6

1

保育科 600円×12口×200人

教育手数料
幼稚園手数料

入園料 600円×100

学

校

甘

旦

★



小 学 校

区 分 金 額 検 算 内 容

),600千円4416450 学校管理I 給 与 艶 千円316.O〔… 用務員 1人 事務補助員1人 給食従車員4人 千円3,600

報 酬 85 学校医 (内科 .歯科 .眼科 )25,000円×3人 7510学校薬剤師 10.000

需 要 敢 1,893 1, 消車毛晶 敢 150円/人 ×1,200人 180
2. 燃 料 鞍 70.000円 70

3053010 3, 食 料 費 10.000円 10
4, 印刷製本費 90円/人 × 1,ZOO人5. 光 熱 水 費 20.000円/ 日×12日 108240
6. 修 繕 費 1,003

10 建 物 200円/7dX5,0147d､ 劫 m' 07Tl 32
25 遅 場 4円/ ×8.00備 品 40.000円 40150

164310 建物縫持 30円×5.0147n7, 医薬材料鋒 50円/人×1.200人 60

& # # 233 1 通信運搬焚 5000円/ ElX12 605030 2,手 数 料 50.000円 (人 夫 .清掃 .ごみ処理 )

1020 3.火災保険料 校 舎 28,50 0円/ m-× 1 4.114mIXo.8.4 0 94屋内運動場 23,300円//廿×900dXl.LI/1.000 29

320 備 品 購 入 費 2.939 1. 児童用机 .椅子 1.700円/組×1.400組 2.380

35 2, 書 棚 15,000円×26ー重用 vr= 0円 340
60 3, 児 図番 1.50 /級 ×264.衛生諸設充実饗 30,000円 3030

2101,440 5, その他校用費 100.000円 100
負担金 .補助及び交付資 66 日本学校安全会共済掛金 58円/人×1,140人 66

扶 助 焚 360 要 .準要保護児童関係経敢 (給食 )6,000×60人 360

60 教育&輿I 需 要 軟 178 1. 消耗品敢 120円/人×1.ZOO人 14410

2, 備品修繕料 10.000円
3,印刷製本費 20円/人 ×1,200人 24

備 品 購 入 費 730 1,教材用図菅 50.000円 50
2, オjL,ガy 35.000円×2台 7(ー

200
4, ミシン(家庭科 ) 30.000円×2台 60
5,体育魔設充実焚 100.000円 100
6, 理科設備充実敢 100.000円 100
7, その他教材用備品資 150,000円 150

扶 助 費 150 要 .準賓保護学用品給与穀 2,000円/ 60人 120
治療費 500円×60人 30

I 655 1,義務教育教材費補助負担金 630,000×1/2 315
2.扶助敢負担金 510.000×1/ 2 255

入 3.理科教育振興費補助金 100.CIOOX1/2 50354, 日本学校安全会共済徴収金 70.000×1/2

歳 出 計歳 入 計 10.234655



中 学 校

区 分 柄 月 内 言

給 与 鞍 用務員 1.事務補助員 1.給食従事員 2人

報 酬 学校医 25,000円/人×3人
学校薬剤師 10.000円

需 要 費 1. 消耗品斐
2,燃料鞍
3,食料簸
4.印刷製本資
5, 光熱水車
6.修繕鞍 建 物

退 勤 場
偏 晶
建物維持

7,医薬材料繋

300円/人 ×1,ZOO人
000円

月
人
ケ
t
;

0
2
4
.m

0
1
.4
.
0

2
×
8
人U

l
月
5
.
0

×
/

x
2
.

叩
諭

t
=
;

0
円

0
円

が

0

0
0
9

/

2
2
0
.O
FF.

5
2
2
0
0
円

7
1
1
3
2
.4
50000円
30円/7dx5.8447*
55円/人×1.200人

I,通倍迎搬軟
2,手 数 料
3. 火災保険料 校 舎

屋内運動場

7.0nO円/月 ×12ケ月
60000円(人夫 .清掃ゴミ処理 )
28.500m'/7dx4,8747dxoB/
2330叶Il/材×9707dx14/1.000

1,生徒用机 .椅子
2.番 棚
3. 生徒用図番
4.衛生設備充秦野
5, その他備品敢

2.500円/組 ×1.700
15,0n0円×2
2000円/級 ×26
30000円
100.0()0円

▲‖U
LI}
…
▲'
0
9
8
爪V
一L'
一.■V

6
7
1
人｢
6
LJ>
4
LJ.)
7
6

3

1
3
1

1

日本学校安全会共済掛金 58円/人×1.140人

質保護 .準要保護児童関係経牲 (給食 )800円/^×60人

I. 消 耗 品 鞍
2,億品修繕費
3. 印刷製本敢

200R/^xl.200
15.0n0円
30円/人×1.ZOO人

1.教材用図番
2. ビ 7 ノ
3, テ レ ビ
4,技術家庭科設備充実焚
5. 体育設備充実費
6,理科設備充実費
7, その他教材用備品費

円
円

円
円
円
円

0
0
円
0
0
0
0

C
0
0
(U
0
0
o

O
入り
入U
o
八U
(U
0

0
0
0
(u
0
o
o

2
0
0
nU
0
5
0

1
2
6
1
1
1
2

辛 .準要保護 教 科 苛 1.400円/人×60人
学 用 品 5.000円/人×60人
治 療 鞍 600円/人×60人
修学旅行鞍 4,200円/^×20人 (3年生 )

1. 義務教育教材焚補助負担金 780.000Xl/ 2
2,諌劫費負担金 552.000×1/2
3, 理科教育振興費補助金 150.000×1/2
4, 日本学校安全共済会徴収金 66.0OO米1/2

歳 出 計
歳 入 計

ll,532
774
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円Hd

公 会 堂

区 分 金 額 横 井 内 容

給 与 錠 13.3品 円 館長 l.甲吏員 2.乙吏員 2.屈用人 5,技術員 3 千円

需 要 費役 務 費 3.240264 1.消耗 品 敷 200.000円 200

2.% # # 600.000 600
3.# * # 5.000円/月 60
4,印削梨本鞍 5,000円/月 60

5,光 熱 水 資 100.000円/月6.修 繕 費 建 物 200円/m-X5.0007d 1,2001.000120その他 10.000円/月

1.通信i鎌 蚊 10.000円/月 120
2.火災保険料 45,000FFB0.8×5.000XOB/1,000 144

委 託 料 2.400 清掃委託料 40円/7dX5,0007dXl2ケ月 2,400

備 品 購 入 費計 1.34020.544 設備横械等 300.0(ー0円国苛購入費等 10.000円 3001030

庁 円器具費 30.000円
そ の 他 1.000.000円 1.000

財 産 使 用 料 9.00(ー 公会堂使用料 750.000円×12ケ月



公 民 館

区 分 横 貨 内

給 与 費

需 要 費

甲 吏 員 1 . 乙 吏 員 1 , 属 人 1

1. 消 耗 品 貿

2 , 燃 料 費

3 , 食 料 費

4 , 印 刷 教 本 費

5 , 光 熱 水 焚

6 , 修 繕 費 建 物

そ の 他

1, 通 信 運 搬 食

2 . 手 数 料

3 . 火 災 保 険 料

1, 図 番

2 . そ の 他

5 ,∩ (1 0 円 / 月

2 4 . 0 0 0 円

1 2 . 0 0 0 円

2 4 .0 0 0 円

4 0 0 0 0 円

2 0 0 円 / 7d x 3 0 0 7Tt

2 0 0 0 0 円

3 ,0 0 0 円 / 月

2 5 ,0 0 0 円

4 5 ,0 0 0 円 × 0 月 × 5 0 0 × 0 8/ 1.0 0 0

2 0 0 0 0

3 0 .0 0 0

LJ>

2

1

!

1
'

▲.D

…

3

2

1

1

3

拾

報

書



美 術 館

区 分 金 板 横 井 内 容

給 与 費 千円4,500 係長 1.甲吏員 1.乙吏員 1.屈用人 1 4名 千円

報 酬 36 非常勤城見 1.200円×5人×6回 36

帝 帝 位& # #備 品 購 入 費 7561093505.751 1, 消耗 品 受 20,000円/月 240

2.燃 料 敢 50.000円 5n
3.食 料 費 1.000円/月 12
4,印刷製本資 50.000円/月 50
5,光 弘 水 食 15.000円/月 180
6.修 繕 草 建 物 200円/7dX 1.0007d 200

その他 2.000円/月 24

1,通信運搬焚 5.000円/月 60

2,火災保険料 種 物 45,00(円 ×OBX1.000×0.8/loo° 2920その他 20.000円

1. 設備横根等 300.000円 300

図番購入費 10.000円庁用器具費 10.000円 1010

55

刊
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市民図番館

区 分 硬 貨 内 容
給与焚

報 酬
記Eigヨ

役務受

賃借費
備品購入鞍

合 計

134

50
1,878

8,8307,730∠ゝ1.100

課長1,甲吏且1,乙吏員1.雇用人2(5名)

非常勤職員 1200円×10人×6回

ガ007

月
月
1.

/
/
×月

円円円円円円/

00000/円

00000円0

人U00nUnU00

0O105(UnU

25
5122物他の唖モ

常世耳や常世

㌦
鼻
..I

消燃食印光修

1234.561.通信運搬軽 5,000円/月2.フィルム〝 5,000円/月3.火災保健科建物45,000円×0-8×1.700×OB/1.000その他20000円
フィルム借料 50.000円
1.国事2.苛 架3.レコード4.その他

700円×25,00冊13,000円×6ケ3.000円×10枚30.nO0円

共
†
Jf
t

56



老 人 ホ ー ム

区 分 金 額 横 井 内 容

1 報 酬 千円15 嘱託医手当 15.000円/隼人×1人 千円15

哉 員 給 与 費単 騎 や 9.7883 施設長 (係長級 ) I.400.000円×1人 I.loo1,400

事務員 (甲吏員 ) 1.400.OOO X1人
指導員 (甲吏員 ) 1.400.000 x1人 1,4(ー0
寮 母 (乙吏員 ) 1.000.nOO X3人 3000
看護婦 1.000.000 ×1人 1,000
雇傭人 700.000 ×2人 1.400

宿 日直手当 420円×(68日+314)日+540円x5l日 1883失業保険料 ~8円×365

1 % 241 臨時傭人須金 660円×365日 241

放 資 34 県 内旅 焚 1,620円×7人 ×3回 34

蕎 雪 祭鞍 珠備 品 購 入 費 40717560 1. 消耗 品 費 30

2.印刷製本費 12
3.食 塩 費 12
4, 光熱 水 草 電気 24

･水道 12
5◆撚 科 や 12

6,修 繕 科 建 物 200円×8947Tl一般分 36000円 215
7. 医薬材料敢 90

i.通信迎搬費 36

2, 手 数 料 検便碓 科 圭603冒詣 ô l沖掠 〝 43
3.火災保険料 2円 40銭 × (20.140円×2.00077(+ i,000) 96

事業 .事務用備品鞍 60

扶 助 費合 計 1.226 生活費 7.593円/月 (6,597円×1.151)×12ケ月×70 640

期末一時扶助 5 40円 (469× 1.151)×70人 38

霊 望蓋等#̂東 5:74.35訳 B8(:3吾3;4xo9;7iY;1,5;註 x;12i'x7B.oxi許 ,(70̂ xO'3 3908177

- - 57 - -



社会福祉セ yクー (社会福祉事務所 )

区 分

報 酬

職 員 給 与 費

旅 資

需 用 軟
職
収
㌔

捨

印
食
光
燃
修

LL,
5
0
0
0
0
LL,.
5

別

1
1
0
4
0
0
2

6

月
月
2
.
-
-
1
.
L
月

l

:.･･1
.1
J

..
_
･..

×
×
×
×
×
×
l

円
円
o
o
o
o
X

o
o
o
0
0
0
円

O
o
0
o
o
0
0

0
0
0
0
0
0
o

乞0×6人×10回

人
人

6
3

O
I
LI'
0
1
.山

q
O

記社会福祉ヒyク-の職員定
数の内訳は下記のとおりである

(
守芸芸芸写所長1人◆保離30人
側係27人戊務係8人'
小計66人

児童原生員(乙吏員)1人x16児童厚生員助手1人×16小計32人

合計98人

(
孟冨ご覧芸三三三

+

o

=

冨†芸芸警三;

･

+

,

=芸'三笠警孟㌘?

;o

Lい獅財政｣を一人口30万人を
対象とした
)

社会福祉関係施設のうち

∴ I. :･ :. :- ∴ 一一㌦ ＼!. ∴ L'.:I.｣∴ チ一一:去.∴ ".

児童館 16ヶ所 施設のみ公民館に含む .児童厚生員(2)16人 ,児童Ig生見助手 16人

等については .その施設は単独に設けたか .母子福祉施設
助産施設

授産施設

等 については一括 して .その魔設 ･事務行政を -社会福祉センタ- -内に集約させた｡
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保 育 所

区 分 去 棟 算 内 容

報 酬 千円15 委託医手当 1,5,000円//年 千円15

戟 員 給 与 幾旅 資 157,20019 所長 (係長 ) 1,400.000〝×l人- 1.4rIO

保母主任 (甲吏員 ) 1,400.000〝×1人- 1,40(ー
保母 (乙吏員 ) 1,000.nOO〝×3̂ - 3.000
原 傭 人 7ー)0.000"×2人- 1.400

県内旅費 1.62(円 ×延 12回 19

需 用 費役 務 費 1,14677500 1, 消 耗 品 費 2,000円/月 36

2,保 育 材 料 8円/日人×300日×80人 192
3, 事 務 用 20.000円1ヶ所 20
4, 印刷製本費 30.000円 30
5, 賄 材 料 30円/日人× 3 0 (一日×80人 720
6, 食 料 費 1,000円/月 12
7, 光 熱 水 受 水道 2.000円/ 月 24

電気 1.500〝 18
8.熱 科 軟 賄燃料斐 4.00ー)〟 48

採 暖 用 5,00 0"×4ケ月 20521
9, 医 薬 材 料 5.000円200円/m'×3()0
10. 修繕費その他 15,000円/ヶ所

1, 通信運搬費 2500円/ 月×12ケ月 30272.手 数 料 検査 50円/人×12ケ月
清掃 2.000円/月

備 品 購 入 契合 吉十 3 保 険 料 2∩

59
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診 療 薪

区 分 金 額 横 井 内 容

歳也 給 与 費職 員 手 当 千円5,2001tI81 吏 負 1.200千円×2人 千円2.400

罷用人 600千円×2人 1200
看護婦 800千円 ×2人 1.600

解放勤務手当 1.5∩0円x6人×12月 1081

共 済 焚賃 金 失英保険料 8円×46人

4621111171 労災保険料 43.m 円×孟 45

臨時看護婦 (920円十150円)×40人
臨 時 人 夫 600円 ×5人 3

旅 費 県内旅費 1.620円×6回 10ll市内旅費 200円×54回

需 要 費& # # 消焦点焚 く消車用等 ) 75,000円 75

燃料や 患 者 用 50.000円 50
自動車用 (1台分 ) 40.000円 40

患者用食料費 200円×70人×20日 280
印刷製本費 20.000円 20
光 熱 水 受 50.000円 50

修 繕 科 横械器具 20.000円自動車 (1台分 )56.000円 2056120建 物 200円 ×6007Tl
医薬材料焚 400.000円 400

火災保険料 80銀×36,850×6007d+1.000 18

通信過振鞍 1.500(円×12月教科 タリー-ン ) 20 1824

委 託 料 1.000 辛 ( - ク等 C円×12月自動車損害賠伎賦課金保険料 10.970円×1台診療委託料 500円×100人×20日 ll1000

備 品 購 入 敢合 計 2847,842 自動車 900.000円×09+6年冷武庫 75.000円×0.9+lo奉 135742
医凍用器具 (長期に使用するもの )467,000円×0,9+lo奉

(長期に使用にたえないもの)loo.000円 100



円000 消 防 老 若張票

区 分 金 額 棟 算 内 容

1辛* 冶 与 や 千円54200 消防長 1.消防司令 1.消防司令補 3 千円54｣200610135640815 出 動 手 当 610 消防士長5.消防士 49.事務職只3200円/回×100回/円×6lXl/2

放 資 135 上京旅費 20.460円×1人 ×5回
県内旅費 1.620x2人 ×10回

需 要 費役 務 資 2▲450220 1.消 耗 品 被 服 (2年 ) 20.000円×64Xl/2

3 その他2 燃 料 蟹 100000円×6台+15000円×2-A 50

01 E)3,食 料 費 630100504. 印刷製本資

50 ≡:差鎧 慧他 {豊吉3.品>S崇 .6.号 o 100860
0 1,通 倍 達 搬 10.000円×12ケ月 120
0 2, 保 険 料 100

00 備 品 購 入 費 3,000 1, ホー ス .吸水管等施設 500
0 2.水利標款等設置 100

60 3.倍先連絡生民 1台 2個 200.000×12 2.400

08 消防長 .消防司令 .級長級消防司令補 .消防士長 .甲吏員

8410572 消析士 .事務職員 乙

計

乏也隻# 給 与 費出 動 手 当 12.700130 出張所長 1.消防士 12.瀬 職員2 12.700130

0 旅 敢 30 上京旅費 20460円×1人 30県内旋費 1680円×2×3回

# # #役 務 費 73080 1,消 耗 品 被服晶(2年 )20.000円×15×1/2 150

その他 30
2.燃 料 費 100ー000円×2台 200
3,食 料 費 30
4,印刷製!本賛 10
5,光 熱 水 戟 110.000円×2台 30
6,修繕焚その他 200円/7dX300 280

1,通信運搬鞍 50
2,保 険 料 30

備 品 購 入 費計 980 1. ホ-ス .吸水管等施設 150

2,水利標識等施設 30
3,筒先連絡鼓位 200.000×4 800
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維 持 管 理 費 終 末 処理 場 =･ さ.栄却 場

51 6 1,8 30

52 96,2 4 0

53 1 33.6 4 0

54 1 47,9 9 0

55 16 3,2 30

56 176.4 50

57 18 7.980

58 199,4 9 0

59 2 10.1 7()

6 0 2 22.42 0

6 1 2 33.8 7 0

62 2 47,3 2 0

63 2 56,78 0

64 2 6 5,19 0

6 5 27 9,50 0

6 4,60 0千円 2 2.3 0 0千円

1 (10 500 3 4,7 00

139,5 (30 4 8,2 0 0

154.5 00 5 3.4 0 〔)

1 70.4()0 5 8,9 00

184,2 (I0 6 3,7 0 0

196.30 0 6 7,9 0 0

2 08,30 0 7 2.0 00

2 2 030 0 76.2 00

232,2 0 0 8030(1

25 8,2 (I0 8 4,4 00

2 68.20 ∩ 8 9,3 00

2 68.10 0 92,7 0 0

2 76,90 0 9 5.7no

2 9 1,8 0 0 10 0､9 0 0

(高層ニュータ ウン財政収支計舞研究 よ り)

(人口 1,044･円/ 1人 (利用人口) 361円/ 1人
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上水道 ,維 持管啓発 (多摩 ニ ユ-タウン財政収支計算研究 上.り)

旅 ~鞍 備品乾 消兼毛nL).,戟 印 届l粥本;Lf 光熱敢通信l倍上長科 修普d 雑L} 'J､吾十 電気科 計

堀野赦 37,500円/人7.500 3(I.boo10 30,000 542 900 1,415 15 108.017 人口×26千rq

5152535455565756 1519 563 _112142248 450 0,15 450 8 1417303538 21 23566778 1.GOO :17.000 ' 18.6.001.

713 570 0_19 570 10 274755 2.100 26.000 28,100

?.3 1,238 990 0_33 990 18 3.600 36.000 39β00

39 1.462_292 1.170 039 1,170 21 4200 40.000 44200

42 1.575 315 1.260 0.42 1.260 23 59 L1.500 44.000 48.500

45 1,687 338 1,350 0.45 1,350 24 414346 64 4.9eO 47.000 51.9rJO

48 1,800 360 1.440 0,48 1.440 26 68 5,200 51.000 56200

51 1.800 382 1.530 0.51 1.530 28 82 5,500 54.000 59,500

59 54 2,022 4(ー5 1.620 054 1,620 29 49 76 8 5.800 57.000 62β00

60 57 2.1′lO 428 1.710 0.57 1,710 31 5155586663 81 991010llll 6200 60.000 66200

61 61 2282 LI57 1,830 0.61 1,830 33 86 6.600 63.000 69,6rH)

62 6/I 2,390 480■1.920 0_64 1.920 35 88 6,900 66,000 72,900

63 67 2.510 502 2,010 0.67 2,010 36 95 7.200 69.000 76,200

64 70 2.620 525 I:i.100 0.70 2,loo 38 99 7.600 71.000 78β00

65 73 2.740 548 2.191) 0_74 2.190 40 66 103 7.900 75.000 82,900

合計 79月00

職員数内訳

給水人口 所長 技術管理者 事務職員 技術職員 計

515 253545556575859606 162 61,83096,240133.640147,990163,230176,450187,980199.4902ー0.970222.242233.870245▲320 1〟3〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟〟 2〟3〟〟〟〟〟〟〟〟〟/′〟〟 4612131415161718192122 81015202224262830323436 151933394245485154576164
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= ==｢

稚貢年スケ ク･- ル

(17 宅地の造成段階 平 均処分単価 p-25･000円/n' ( ) か務簸

47 E 48 1 49 ( 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 64 65 66 67 68 69 70 】
面 横(ha)処分価格 財源 用地賛(loo 31.830 66.240103.640117.990129.730ー139.450147.480155.490163.470171.420179.370187.32019.5.280202.190211.n一m 218.BfKI226.GOO234.400242.ZOO 2.W .00061.830 96.2JIO133.640147.990163.230176.450187,980199.49)210.970222.420233.87(I247.3202.56.780265,19n279.500 290.BO∩302.lrK)1313.4(XI324.7 336.moo

地区内 部計萌路 Lい公f弔 Il

地区外 〝 All.45B10.(近C28.08 rJ市公Ea13231 46 b -(458)(458) (458)(2143)(1685)(231LI) (2314)(2314) (629)

_ 般 街 路

上 水 道 10_5 lJ380 42(672 4_2(672) 2_1(336)

下 水 道 1,162 (464)(464)(23TT;

Jf 兼 処 理 場 105 1.680
(672)(672)(336)

鮭 封 切 10_O 613 1_75(306) 1.75(.107)

公 園 緑 地

市 立幼 稚 囲 0_2)く357.0 7/lop 875 (280)(280 (315)

′ト 学 校 1_6×3556_D 1/2P 5.000 (1(山0)(2000)(2000)

中 学 校 2.3×1739.1 1/2Ⅰ) 3.456 (576)(144∩)(1440)

公 会 堂 1_5 P 375 (375)

公 民 館 0.08x11.28 P 320 (8ーり (80)(160)

兼 術 館 0.3 ㍗ 75 て 汚了

老 人 ホ ー ム 0.25×61.25 P 375 (63)(312)

社会福祉 ,I:ンクー 0_3 P 75 ●てラTi

区 役所 出弓長所 0_06×503 P 75 (15) (15) (45)
保 育 所 0.15×355.25 ㍗ 1.312 T(675)(450 (187)

診 療 薪 0.36×51.8 P 450 (90) (90 (270)

消 防 署 03 P 75 ■･.･.･.･.･...一･一■1(75)

消 防 出 張 所 0.1)く40_4 P 100 て25) (75)

市 民 図 音 盤 0.4 ? 100 (In°)

中学校 〝

倦復地区公益施設用地 3.OOJym. ll.55 (238) (23】 (231)(231) (2.31)

公 園

区画萌酪補装鞍 i

*公田施行区域内用地費 - 65-



! .i■: , 勤 t 一肌

47F48t49f50 51 5253545556575859lM61626364l｢;TT.一㍍｢67686970
ヶ 所 面 棟 財源 都英資(In° 31.83066.240103.640117.990129.730139.450147.480155.490 179.370187.320)95.2只02ー)2.19(ー 226.6∩0234.4242.2250.ll.8Jー 96.240133.ユ一o147.990163.230176.450 187.980199.490 233.370 2̂7.320256.780265.190279.BOO290.BOO 302,10(ー313.40 324.7 336.0

地区内部針 街路 市 に移 管

地区外〝 AちC ll,45haln.0628.08 323(ー(115)(1 15) (115)(115)(494)(379)(569)く569) (569) (190)

一 片 萌 路 市 に移 管

上 水 違 6,852 (86) (86) く86) (86) (99)

下 水 道 8.342
(834)(834) (834)(834)(834)(834) (834) (834) (834)(R34う

終 末 処 理 場 ha10.5 2_100 (42r)) (422)(83tq) (42(り

爺 却 場 ha3_5 70(ー 7iiT) て言盲T) (14C)

公 園 緑 地 市 に移管
市立幼 稚 園 35 820m'×3528.0(ー∩ 875 4 2 2 3 3 2 1 2 2 1 2 2 1 I 2 1 1(loo) (5'n) (50) ･く75) (75) (50) (25)く50) (50) (25) (5(り (50) (25) (25) (5∩) (25) (25)

小 学 校 35 4.114×35143.990 4.095 4 2 2 3 2 2 1 2 2 1 2 2 1 I 2 1 1
(468)(234)(234)(351)(234)(234)(日 7)(234)(234) (117)(234)(2:ー4)(1】7) (日 7)く234)(117)(117う

中 学 校 17 LI.874つく1782.858 2.363 2 1 I 0.5 6_5 I 0.5 OII 1 1 0.5 0.5 0_5 0.5 1 1 1(278)(139)(139) (70) (69) (139) (7∩) (69)(139) (139) (7(り (69) (70) (69)(139)(139)(139)

公 会 堂 1 5,00077t 225 5.nm7iiT)

公 民 館 16 300x164.80(I 224 (14) て丁ホ(14) (14) (28) (28) (14) (lLI) (14) (】4) T )

柔 術 虎 1 1,000Iオ 4. 1.000(45)

老 人 ホ ー ム 6 2.00(lX612.0∩07d 480 (8∩)(80) (80) (80) (80) (RP)

社会相祉センター 1 9007Tf 36 て 37:)

区 役 所 出張 所 5 2(=一mIX51.0∩(ー7J 40 (8) -一一一一一一■(S)(8) (8) (8)

保 育 所 35 60nX3521.0007T{ 735 3 4 5 2 4 4-...･.･.･.･..ー(A4) 4 4(63) (84) (105) (42) (84) (25) (84) (84)

診 療 薪 5 6(ーnX53DOO7* 12 (25) て 六了 (25) (25)

消 防 署 1 1.0007d 40 (4rり

柄 防 出 張 所 300×412∩0 48 I(12) トー一一一一一●(12) ｢TT) 一 一一一■(12)

市 民 図 番 館 4 1,7(ー0 77 (77)

小芋較5_内通蜘 1 900×3531,500 735
(84) (42) (42) (63) (63) (42) (21) (42) (42) (21) (42) (42) (2;1) (21) (42) (21)

中学校〝 35 970×】716,490 391 (23)(46) (23) (23) (23) (23) (23) (23) (23) (23) (23) (23)

七昭地 区公益施設用地 17

公 園 155 (31) (31) (31) (31) (31)

区画街路舗装費 1.930 (193) (193)(193)(193)(193) (193)(ユ93)(193)(193)(193)

調査設計補助
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F譲二 -… r̂.J

F 1コ)くDt 施 設 遭 戚 地 の 処 分 段 晒 維持管理対 象 Jin-

両 横(ha) 水 薬 煉 備考 面 横(TJり l .i .き 備考合膏† 自巳 補助 桓偵 併 置 灸 件 合計 自己 補助 起債 依 濃 集 件
据置 債IE 金利 確置 依還 金利

458 53 382 23 3 12 6_5
3 - 般 街 路

4上 水 道

5下 水 道

6糸 末 処 理 場

7焼 却 場

8公 園 緑 地

9幼 稚 園

10/ト 千 校

日 中 学 校

12公 会 堂

13公 民 館

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

17区 役 所 出 張 所

18保 育 所

19診 療 所

20消 防 署

21消 防 出 張 所

23 /′ -排 水 薙

24 〝 公 園

28 中 学 校 〝

29市 民 図 匹 館

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40 -



施 設 造 成 地 の 処 分 段 階 維持管理対放血両 横(ha) 事 英 銀 備考 面 横(mz ) L .. a 備考合計 自己 補助 超偵 慨 且 条 件 合吉十 自己 補助 起債 依 濠 条 件
据慨 依濫 金利 格思 併濃 金利

1地 区 内 加 計 横 路

2地 区 外 部 針 術 掛 458 53 382 23 3 12 6,5 115 13 96 6 3 22 6.5

3 - 椴 萌 搭

4上 水 道 672 L13 - 382 5 25 7.5 247

5下 水 道 464 46 - 418 5 20 7.5 834 1 152 30 5 25 6.5 651

6終 末 処 理 :勘 672 20 266 179 5 20 7.5 206

7焼 却 場

8公 園 緑 地

9幼 稚 園

10小 学 校

11 中 学 校

12公 会 堂

13公 民 館

14美 術 館

15% ^ Ji; - i.

18保 育 所

19診 虎 所

20消 防 署

21消 防 出 張 所

23 // 排 水 牲

24 〝 公 園

28 中 学 校 /′

29 市 民 図 郎 触

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39
40

F = -1 '=1F ･二 二 二 二
｣槌 集 群 造 物 及 び 投 価 段 階造 成 地 の 処 分 段 階



1,L .Jt … rjJ .

施 独 造 成 地 の 処 分 段 階 維持lT伽対 政 1正所了 横(ha) ホ 英 世 備考 面 領:LnE十 ql 柴 甥 備考合一汁 自巳 補助 超偵 竹 丘 灸 件 合計 自己 補助 起伏 伐 遭 条 件
掘慨 伏見 金利 櫓懲 併遭 金利

458 53 382 23 115 】3 96 6

3- 枚 砺 絡

4上 水 道 672 43 - 382 247 1.370 86 - 780 5 25 7.5 504

5下 水 道 464 46 418 834 1 152 30 651

6終 末 処 蝕 功 672 20 266 179 206

7焼 却 :勤 306 8 68 230 3 7 7.5
8公 簡 保 地

9幼 稚 歯

10小 学 校

日 中 学 校

12公 会 堂
13公 民 館

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所

19診 療 所

20消 防 -辛

21消 防 出 張 所

23 // 耕 水 妹
24 〝 公 園

25 〝 区 画 明 路 都 濃 錬

28 中 学 校 〝

29 市 民 囲 む 船

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40



施 設 造 成 地 の 処 分 段 階 維持田鹿対 奴 i瓦面 槻(ha) tn * tf ql7考 面 概(a ) lP 深 tf 備考合計 自己 補助 担放 併 置 灸 件 合計 自己 補助 起債 伐 還 条 件
糎(旺 併置 金利 櫓僅 慣遭 金利

2地 区 外 郡 針 術 格 .143 5161,406 211 115 13 96 6

3 - 般 街 路

4上 水 道 1,370 86 780 50LI

5 下 水 道 834 1 152 30 651

6終 末 処 理 場 838 338237 5 25 7.5 263

7焼 却 二眼 280 8 100 172 13 7 7.5

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 280 28 252 3 7 7,5

10小 学 校 1(ーnn 100 90 3 7 7,5

11中 学 校 576 58 51 3 7 7.5

12公 会 堂

13公 民 館 80 8 72 3 7 7.5

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

15 2 13 3 7 7.5

18保 rfT 所 675 68 607 3 7 7.5

19診 虎 所 90 9 81

20 消 防 畢

21 消 防 出 張 所

23 IJ # * #

24 〝 公 園

25 〝 区 画 術 路 ilれ進 出

39 39

28 中 学 校 〝

29 市 民 図 秒 船

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39ILO

咋 次 Jl9 人Lj

拙 策 梢 進 物 及 び 投 傭 段 階



rn - ~汀.~ ~̂.T p ~~~一｢

地 紋 j生 成 地 の 処 分 段 階 維持背理対 象 韮両 横(ha) 小 薬 嫌 備考 面 横LuiT st 窯 畔̀ 輔考合計 自巳 補助 酬 倒 置 条 件 合音十 自己 補助 起債 領 遵 条 件
掘fE 併置 金利 裾忽 依遼 金利

458 53 382 23 115 13 96 6

3 - 般 街 路

4上 水 道 336 21 192 123 1.370 86 - 780 504

5下 水 道 234 25 209 834 1 152 30 651

6終 末 処 理 場 336 10 133 90 105

丁や 却 壌 307 8 69230

8公 園 緑 地

9幼 稚 園

10小 学 校

11 中 学 校

12公 会 旦

13公 民 館

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所

19診 療 所

20 消 防 署

21 消 防 出 張 所

23 // # * #

24 〝 公 園

26 〝 調査設計補助(掬 合)

28 中 学 校 〝

29 市 民 囲 笹 館

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

-
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-



公団開発区域累横人口
NoTo全域累棟人 Ej

施 設 造 成 地 の 処 分 段 階 維持管理対 訣 虫面 棟(ha) ¢ 薬 攻 鳩考 面 積(d) ･t ..J ` 怖考合計 自巳 補助 起依 何 選 集 件 合計 自己 補助 起債 俄 丑 条 件
礎:懸 nt 金利 糖密 依丑 金利

1.68 3931.12 168 494 101 349 Ll4

3 - 般 砺 j浴

4上 水 道 1,370 86 - 780 504

5 下 水 道 834 1 152 30 651

6終 末 処 理 場

7焼 却 秘

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 28 28 - 25 100 4 40 3 12 6.5 56

10小 学 校 2.00 2∩0 - 1_免0 468 156 232 1 ウ1 氏.5 80 忙陥 り1

日 中 学 校 1.44 144 - 1_29 20n 110 82 1 ク4 8.5 28iF_2重 6各
12公 会 童 5度

13公 民 曲 8 冗 - 7 14 3 1 A 3 12 6.5

14 美 術 館

15老 人 ホ ー ム

17区 殺 所 出 張 所 1 2 - 1 8 2 6 3 22 6.5

18保 育 所 Ll5 45 - 40ー 63 42 3 18 3 17 6.5

19診 療 所 9 9 - 81 2 3 15 7 5 20 6:5

20 消 防 老

21消 防 出 張 所 ? _ 3 - ? 3 7 7.5 12 2 4 - 1 l 7_5

23 /′ 排 水 蚊

24 〝 公 園

3 39 - -

28 中 学 校 〝

29 市 民 図 tg 鯨

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39JIO



施 設 池 成 地 の 処 分 段 階 維持管理対銀盤両 横(ha) 小 栗 や 備考 面 棟(TtII ー ･L ., Lー 備考合計 自己 補助 起伏 併 置 条 件 合計 自己 補助 起債 伐 柔 灸 件
舶班 併置 金利 裾敬 仰菟 金利

1地 区 内 載i 計 街 路

2,3ー4 5′101.ら′l 231 37 88 253 38

3 - 綻 街 路

4｣二 水 道 1,372 88 780 50′l

5下 水 道 834 1 152 30 651

6終 末 処 理 也

7焼 却 場

8公 開 緑 地

9幼 稚 潮 315 32 - 283 5 2 20 28

10′ト 学 校 2.000200 - 180 23 78 116 Ilo

11や す 世 1.440 14′l - 1296 ll 55 Ill 14
ー2公 会 堂 375 38 - 347

13公 民 鯨 16 16 - lLl4 14 4 3 8

14美 術 飽 75 8 - 67

15老 人 ホ ー ム

45 5 - 40

1 2 - 13 8 2 6

18保 育 所 187 19 - 168 84 56 4 24

19診 虎 所 270 27 - 243

20消 防 紫 75 8 - 67 3 7 7.5

21消 防 出 張 所 75 8 - 67

23 // 排 水 焚
24 〝 公 園

39 39 - -

28 中 学 校 〝

29市 民 図 秒 鉛 100 10 - 90 3 7 7.5

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40



泉 柴 造 成 地 の 処 分 段 階 維持管理対 象 先面 欣(ha) 中 葉 輯 簡考 面 積(i) 1 ... .I 捕考合計 自己 補助 起債 岱 長 灸 件 合計 自己 補助 港 便 丑 粂 件
姫歴 償還 金利 裾懲 岱煮 金利

2地 区 外 部 針 術 拷 2314 5401,543 231 569 133 379 57

3 - 般 街 路

4上 水 道

5下 水 道

6終 末 処 理 場 420 16 119 182

7焼 却 . 切 280 8 10 172

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 50 2 20 28

10 ′1､ 学 校 234 78116 4.0

11 中 学 校 ユlo 5 lil 14】

12公 会 堂
13公 民 飴 28 6 6 16

14美 術 鯨

15老 人 ホ ー ム

17区 役 所 出 張 所 8 2 6

18保 育 所 105 70 5 30

19診 療 所 25 3 1 7

20消 防 老

21消 防 出 張 所 12 2 4 6

23 〝 # * #
24 〟 公 園

28 中 学 校 //

29市 民 図 督 促

30

31

32

33

34

35

36

37
38

39
40



施 牧 過 成 地 の 処 分 段 階 維持管理対 象 先面 横(ha) ゆ 薬 少 備考 面 横(lzJ) gI 乗 一件 備考合計 自巳 補助 粒状 依 置 灸 件 合計 自己 補助 起債 仇 遭 灸 件
据思 債IR 金利 据置 仇丑 金利

2314540154 931 569 133 379 57
3 - 綻 術 路

4上 水 道

5下 水 道

6終 末 処 理 場

丁噂 却

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 75 3 30 42

10′｣､ 学 校 351 117 174 60

11中 学 校 55 28 20 7

12公 会 堂
13公 民 頗 28 6 6 16

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所 42 28 2 12

19診 棟 所

20消 防 署

21消 防 出 張 所

231 23 - 208 3 7 7.5

23 // 排 水 鞍 23LI 138 37 59
24 〝 公 施 31 21 10 -

193 193 - -

26 〝 調査役計補助(刑組合)

28中 学 校 〝

29市 民 囲 む 館

30

31

32

33

34
35
36

37
38

39
40



施 設 造 成 地 の 処 分 段 慨 確 集 .梢 造 物 及 び 投 備 段 糟 維持管理対 簸 丑合計 自己 補助 超偵 欣 且 灸 件 合計 自己 補助 起債 僕 達 灸 件
梶野 債LE 金利 裾置 伐を 金利

2地 区 外 秒 針 街 路 629 147 419 63 569 133 379 57

3- 般 街 路

4上 水 道

5下 水 逝 834 1 152 30 651

6終 末 処 匙 功

7焼 却 功

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 75 3 30 42

10小 学 校 351 117 174 60

11中 学 校 55 27 21 7

12公 会 堂
13公 民 館 14 3 3 A

14美 術 飽

15老 人 ホ ー ム

17区 役 所 出 張 所

18保 育 所

19診 療 所

20消 防 -X-

21消 防 出 張 所 19 9 4 I

231 23 208

23 // 排 水 炊 234 138 37 59

24 〝 公 隈 31 21 10

25 〝 区 画 柄 絡 舗 装 鎌 193 193

26 〟 調査設計補助(刑組合)

84 16 28 40 1 24 6.5

28中 学 校 〝 46 6 24 16 1 24 6.5

29 市 民 図 世 銀

30

31

32

33

34

35

36

37
38

3940



施 投 造 成 地 の 処 分 段 階 維持管理対 奴 丑両 横(ha) -gI 英 銀 噛考 面 侠(JnH 可I 粟 q 瑚考合計 自己 補助 起債 併 置 条 件 合計 自己 補助 起債 併 走 灸 件
掘懸 伎置 金利 裾怒 伐丑 金利

190 4JI127 19

3- 般 横 路

4上 水 道

5下 水 道 834 1 152 30 651

6終 末 処 理 =勘

7焼 却 場 140 2 52 86
8公 園 緑 地

9幼 稚 園 50 2 20 28

10′ト 学 校 234 78 116 ILO

日 中 学 校 ー10 55 41 14

ー2公 会 堂

13公 民 館 14 3 3 8

14莫 術 館

15老 人 ホ ー ム

17区 役 所 出 張 所 8 2 6

18保 育 所

19診 棟 所

20消 防 署

21消 防 出 張 所

231 23 - 208

23 /J 排 水 環 234 138 37 59

24 〝 公 園 31 21 10 -

193 193 - -

28 中 学 校 /I JI2 8 14 20

29 市 民 図 秒 館 23 3 12 8
30

31

32
33
34
35
36

37
38

39
40



施 批 蛾 痕 .稗 造 物 及 び 牧 備 段 階 維持管理対 奴 丑両 横(ha) 事 典 環 備考 面 積(i) 串 梁 間 欄考合計 自巳 補助 軽快 竹 尾 条 件 合計 自己 補助 起債 価 遼 条 件
据監 依竜 金利 掘起 依丑 金利

2地 区 外 郡 計 街 路

3 - 椴 街 路

4上 水 道

5 下 水 道

6終 末 処 理 場 LI20 - 169 119 132

7焼 却 場

8公 園 緑 地
9幼 稚 園 25 1 10 14

10′｣＼ 学 校 117 39 58 20

11中 学 校 55 28 20 7

12公 会 堂

13公 民 館 14 3 3 8

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所 84 56 4 24

19診 僚 席 25 3 15 7
20消 防 署

21消 防 出 張 所 12 2 4 6

231 23 208-

23 〝 耕 水 銀 234 138 37 59

24 〝 公 園 31 21 10 -

193193 -

JIB 8 14 20

28中 学 校 〝 23 3 12 8

29 市 民 囲 む 館

30

31

32

33

34

35

36

37
38

3940

･l 久 58 人U ほ,8.1993
造 成 地 の 処 分
~~~~｢[ F~~~~

建 策 ･稚 二遣 物 及 び k Ct 段 階



地 役 壬生 成 地 の 処 分 段 階 紐持管理対 象 丑合計 自巳 補助 起債 横 長 灸 件 合計 自己 補助 超偵 侠 遺 灸 件
振起 併置 金利 据置 依遭 金利

1地 区 内 軸 鮒 街 路

2地 区 外 部 計 街 路

3 - 般 街 路

4上 水 道

5下 水 道

6終 末 処 魁 胡

7焼 却 場

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 50 2 20 28

10′｣､ 学 校 234 78 116 40

ユ1中 学 校 55 27 21 7

12公 会 堂

13公 民 館 14 3 3 8

14美 術 飽

15老 人 ホ ー ム

36 36

18保 苛 所

19診 戯 所

20消 防 署 40 7 ll 22 1 6 7_0

21消 防 出 張 所

231 23 208

23 J′ 排 水 軟 234 138 37 59

24 〟 公 園 31 21 10

193 193

63 12 21 30

28 中 学 校 〝 23 3 12 8

29 市 民 園 宙 館

30

3 1

32

3 3

34

35

36

37

38

39
40



地 役 建 築 .桝 進 物 及 び 設 備 段 階 維持管理対 象 丑両 横(ha) $ 4L tt 備考 面 qT;rt)71 ･i -- I 備考合計 自巳 補助 越債 併 置 条 件 合計 自己 補助 起債 償 還 粂 件
据思 倍還 金利 据置 依遭 金利

1地 区 内 軸 針 横 路

3 - 椴 街 路

4｣二 水 道

5下 水 道

7鴫 却 や

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 50 2 20 28

10′｣､ 学 校 234 78 116 40

11 中 学 校 110 55 41 14
一2公 会 堂

13公 民 船

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所

19診 棟 所

20消 防 署

21消 防 出 張 所

23 〝 排 水 錬
24 〝 公 園

193 193 -

26 〝 網走設計補助(刑組合)

63 12 21 30

28中 学 校 〝

29市 民 風 船 館 77 39 13 25 3 12 6.5
30

31

32

33

34

35
36

37
38



地 紋 遁 成 地 の 処 分 段 階 維持哲也対 簸 Li.両 横(h8) dt 薬 や 捕再考 面 横: lnI 1 ■l ∴ 占 備考合計 自己 補助 起債 併 置 条 件 合酎 自己 補助 起偵 償 還 条 件
船艦 併置 金利 櫓鑑 依茸 金利

3- 般 街 路

4上 水 道

5 下 水 道 834 1 152 30 651

6終 末 処 理 物

7焼 却 場

8公 園 撮 地

9幼 稚 園 25 1 10 14

10′｣＼ 学 校 117 39 58 20

日 中 学 校 110 55 41 14

12公 会 堂 225 45 45 135 3 17 6.5

13公 民 船 14 3 3 8

14美 術 缶

15老 人 ホ ー ム

17区 役 所 出 張 所 8 2 6

18保 育 所 84 56 4 24

19診 療 所

20 消 防 署

21消 防 出 張 所

23 /′ 排 水 柴
24 〟 公 園

25 〝 区 画 街 路 舗 装 錬 193 193

42 8 14 20

28 中 学 校 〝 23 3 12 8

29 市 民 図 脊 館

30

31

32

33

34

35
36

37

38

39

40



施 設 維持管理対 象 丑面 積(ha) 巾 や 廿 備考 面 柄(nf) 草 葉 モモ 備考合計 自巳 補助 & 岱 選 条 件 合音十 自己 補助 起債 償 還 条 件
据碇 償還 金利 掘置 償還 金利

3 - 般 街 路

4上 水 道

5 下 水 道 834 1 152 30 651

6終 末 処 理 場

7焼 却 場

8公 園 撮 地

9幼 稚 園 50 2 20 28

10小 学 校 234 78116 40

日 中 学 校 55 28 20 7

12公 会 堂

13公 民 館

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所

20消 防 貿

23 // # * #

24 〝 公 園

193 193 -

21 4 7 10

28 中 学 校 〝 23 3 12 8

29 市 民 因 む 館

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39
40



施 投 造 成 地 の 処 分 段 慨 維持管理対 奴 -Li両 横(ha) 車 典 故 鳩考 面 棟(nz ) 可I 粟 †半 備考合計 自巳 補助 担偵 備 置 灸 件 合計 自己 補助 起債 m 丑 粂 件
舶 併置 金利 裾忽 依遭 金利

3 - 般 萌 路

4上 水 道

5下 水 道

6終 末 処 理 場 422 170120 132

7焼 却 場

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 50 2 20 28

10小 学 校 234 78116 Ilo

11中 学 校 55 27 21 7

12公 会 星

13公 民 館 14 3 3 8

14美 術 銀 LI5 21 9 15 5 15 6_5

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所

19諺 頒 所 25 3 15 7

20消 防 署

21消 防 出 張 所

23 〝 排 水 費

24 〟 公 園

193 193

42 8 14 20

28 * S B //

29 市 民 因 む 館

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40



施 設 造 成 地 の 処 分 段 階 建 築 .構 造 物 及 び 設 備 段 階 維持管理対 象 丑面 横(ha) 中 卒 せ 備考 面 横(m'l 事 案 噂 備考合計 自己 補助 & 備 置 条 件 %%T 自己 補助 起債 借 蓬 条 件
裾置 併置 金利 裾麿 慣遭 金利

l

3 - 般 街 路

4上 水 道

5下 水 道

6終 末 処 理 場

7焼 却 場

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 25 1 10 14

10小 学 校 117 39 58 ZU

11中 学 校 55 28 20 7

12公 会 堂

13公 民 館

14美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所 84 56 4 24

19診 療 所

20 消 防 署

21消 防 出 張 所

23 // 排 水 薙

24 〝 公 園

193 193 -

42 8 14 20

28 中 学 校 〝 23 3 12 8

29 市 民 図 番 鮭

30

31

32

33

34

35

36

37

38

3940



施 設 避 成 地 の 処 分 段 階 維持管理対 数 i証両 横(ha) Sl 薬 銭 備考 面 積(lTlH -l ÷- J~ 輔考合計 自己 補助 超偵 依 置 灸 件 合計 自己 補助 起偵 耕 運 灸 件
Hta 価層t 金利 裾耽 併遭 金利

3- 般 街 路

4上 水 道

5下 水 道

6終 末 処 理 場

7焼 却 場

8公 園 緑 地

9幼 稚 園 25 1 10 14

10′｣､ 学 校 117 39 58 20

11 中 学 校 55 27 21 7

12公 会 堂
13公 民 館 14 3 3 8

14美 術 飴

15老 人 ホ ー ム

17区 役 所 出 張 所

18保 育 所

19診 療 所

20 消 防 署

21 消 防 出 張 所

23 〝 排 水 坪

24 〝 公 園

21 4 7 10

28 中 学 校 〝 23 3 12 8

29市 民 図 昏 船

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39
40



施 投 造 成 地 の 処 分 段 階 確 熊 .構 造 物 及 び 股 儲 段 階 維持管理対 簸 企面 積rna) 事 業 費 FIB-考 面 横:m') ･L .t, ip 珊考合計 自己 補助 起債 併 置 条 件 合計 自己 補助 起債 仇 選 集 件
掘濫 併置 金利 掘艦 伐遭 金利

1地 区 内 部 針 街 路

2地 区 外 離 別 街 路

3 - 瞭 街 路

4上 水 道

5下 水 道

6終 末 処 理 場

丁や 却 潔

8公 園 穣 地

9幼 稚 園 50 2 20 28

10小 学 校 234 38 116 40

11 中 学 枚 110 55 41 14
12公 会 堂

13公 民 館

14 美 術 館

15老 人 ホ ー ム

18保 育 所

19診 府 所

20消 防 署

21消 防 tLI 張 所

23 〝 排 水 焚

24 〝 公 園

25 〝 区 画 萌 緒 舗 装 鍵

26 〝 鯛禿投射補助(練 合)

42 8 14 20

28中 学 校 〝 23 3 12 8

29市 民 囲 む 館

30

31

32

33

34

35
36

37
38
39
40
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7 建 設 事 業 費 の算 定 結 果

本報告串の目的は最初にも書かれてある通 り ,港北 ニュータウン建設に伴 石.ラ ,横浜市財政

vc関係の参 る笹設事業の総支出である｡従って住宅公団の宅地造成,住宅 民間企業等rLつV'て

は詳細VEふれていTi:いo

o鞍北 ニ ュータウン市 関連施設部英 穀総括衰

関連摘設をCil公団施行区域 ②ニュータウン区域内で公団施行区域外 Cかニュータウン区域

外 の三区域に分け用地費 ,建築及び施設整備費総額を施設別に算定 している｡

O住宅建設焚

ニ ュー タウン区域内に建設される全住宅建築費

o造成位階 ,構造物及び設備段階 ,維持管理段階

1 ) 造成段階

用地買収喪の一般財政及び起債倍選金 の合計を施設別 ,生皮 別 に算定

筒 ,地区外都計街路 ,上下7k道等は 66年以降 も仰還金は継続す る｡

2 ) 構造物及び設備段階

算定内容は造成段階 と同様 で参るが教育FLl設は住宅公団の建替施行分の諦渡条件を 2稚類に

分けて計算 しているが ,これに よって建 設当初数盤間にわたっては若干 の負担軽妹である｡但

し ,総支出におけ るその比重は:横めて僅かで ある｡

3 ) 維持管響段階

街路及び公園緑地は公団の処分の完了時点で ,横浜市に移管す ることqCを (),その時点から

維持 管晋費が発生する｡

供給処理施設は 1^ 当Dの維持管理単価で計算

その他の各種施設は施設別に初度調弁 戴 ( 10年毎に加算 ) ,̂ 件資 ,需用費 ,役務rr専念

合言十したものであるo

o支出総括襲及びタ ラ7 図, 12参照

年度別 の横浜市のニ ュ-タウン関連施設の総支出観を固化 している｡
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港北-ユ-タウン 市関連施設召喋 焚総括表

用 地 手早 維 持 管 理対 象 畳公 開 施 公 団 外･=ユ-タウン/区 竣 内 -I-タウン′区 域 外 摘 要 公 Ei]施行区域内 公 田 外ニュークウ/区 域 内 ･ニュー.クウ/区 域 外 早 補 助 開発主体 備 考

66.2 38.5 ll 4.115 323() 980 2.153 97 含まない 1058ha

- 求 1722 115.6 2.892 1928 964 組合区画整理区域のみ 2878ha

上 水 道 1ー1.5 1.680 6.852 4.332 2.520 N .T .全域一 式

下 水 道 2ー9 1.162 8,34n 31(ー 1.5211 6.51〔ー 同 上

終 末 処 理 場 10.5 1.68(ー 2.1nn 595 846 669 同 上

焼 却 場 3.5 613 7nn 542 158 同 上

公 園 緑 地 86.1 23.1 155 ln5 5tI 区域のみ 1092ha

幼 稚 園 5_∩ 875 - 875 84(1 35 35園

小 学 校 40.0 5.nn0 4.n95 2.73∩ 1.365 35校

中 学 校 27.6 3.456 2363 1.182 1.181 17校

文 化 施 設 3.48 8_70 571 456 115 公民-16

8.85 2.212 1.376 1､146 230 老-6.社相-1

行 政 施 設 1_0 25n 128 1【)1 27 消防署関係5

公益施設用地 1.155 l

A E'十 23.068 33.677 15.247 8.644 9,78rI



KOH 住宅建設費 (参考 )

忠団開栄区域内 公 団 住 宅 22,6000P 60m.I 31,000Pi/7TL- 1,R60.000円 42,036.000.W

公団分譲宅地住宅 1.700 80 36,000 2,99().000 4,896,000

氏育也 持 家 13.COO 80 36､000 2,880.000 37,440,00O貸衣 フ生 存yE独 立 13,0(ー0 60 3().000 1.800.000 23.40().000アパー ト 26,000 20 25,000 500､000 13,000.000

/J､ 計 76,300

.∴団開栄区城外 持 家 15,000 80 36,000 2,880､000 43,200.000

貸衣 連 続独 立 3,ロoo 60 30,000 1800.000 5,400.000アパ ー ト 6,000 20 25,00C 500.ロoo 3,000.000

小 言｢ 34,000 51,6()0.000
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建築 .柄造物及び牧仰段階

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

1 地 区 内 部 吾十街 路

2 地 区 外 部 計 街 路 13390 l3.780 14.170 14,690 1(ー5.680 95.28∩ 144ユ15 148.774 153.3∩3 66.774

3 - 般 硬 結

4 上 水 道 144.500 203F)OO 261.500 320.0nrI 380.500 3(ー3.974 315.Ll48 326.922 338.396

5 下 水 道 7,tJ50 4,900 6.85() 8,8(ー0 10.750 13.2∩9 12.718 13227 16β86 19.145

6 終 末 処 理 :暢 17.775 17.775 17､775 26.700 26,7∩0 30.186 30.186

7 焼 却 場 20.90(ー 12.900 12.9nO 53.374 45.374 45.374 73398

8 公 園 級 地

9 幼 稚 囲 ATl 624日6_24∩ ･一l 53.1581 (ー37 42.941177qq 雪3Gr743n2q 62.963AdRA只

10 小 学 校 A.13 ZU.ZtHJ90.9 -lJ,JIZg只ヽ只 1u5. 3FtAqnl 97.t54t)769T̂ 123343QRC;Q̂ 140.770117qflQ

ll 中 学 校 A 9,- .593lSLIFIq 46.631244∠日 3,HQ朋 苧 36,266只3穴R7 37.1∩21Q771

12 公 会 堂

13 公 民 飽 8.520 LL040 8.080 9.581 7,562 9.0(ー3

14 美 術 館

15 市 民 Eg)勧 銀

16 老 人 ホ ー ム 33,820 35β40 3,64() 38.385 7.31∩

17 も二会 福 祉 セ y ク ー

18 区 役 所 Eti 張 所 2.390 2.780 3,170 1.300 1.430 3950

19 保 育 所 43.170 58.730 74β80 a′l.070 6,884 7.901

20 診 戟 所 3A55 3,455 3.910 910 910 1.040

21 消 防 署

22 消 防 出 張 所 2.zl20 1259 3.679 2.SIS 4.938 3_777

23 修復地区公益施牧用地

24 〝 公 園

25 u区画街路舗装蚊
26 〝 調査設計補助

27 小 学 校 屋 内 迎 肋 切 18,6∩0 12.636

28 中 学 校 〝 7.040 4.85LI

計 1634(I 163.18(ー 22.1D20 323665 〇t)∠.01:ー5626】5 lot)JEEItl■ 07t,写5iIl'弓 与隻と.21qt'i号 tiー′1､.561只9711∩ 琴左R朋 .2
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維持管濯段階

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

1 地 区 内 部 計 街 路 3.7ー)7 3,7∩7 3.7∩7 3.7∩7

2 地 区 外 部 計 街 路 719 1.437 2.156

3 - 般 街 路 83.861 93243 ln2.627 112.tln9

4 上 水 道 18,6一日〕 28,Inn 39,6nn 44.2nn 48.らnn 51.9nn

5 下 水 道

6 終 末 処 町 域 64.600 1∩0.500 139.5nn 154,5nn 17OAOn 184.2nn

7 焼 却 場 2230n 34.7nn Ll8200 53,4(ー∩ 58,9LlO 63.7nn

8 17.22ー) 17,22(I 17.220 17.22∩

9 幼 稚 園 3480∩ 50月OO 67.2(ー∩ 92.5nn 117,4∩∩ 133_6∩n

ーい ′j＼ 学 校 40_80∩ 48.∩nn 61.8nn 85,ann 106.500 117.nnn

ll 中 学 校 23.ロoo 24.9rHー 31.6nn 32,らnn 35.9nn 45.000

12 公 会 堂

13公 民 館 3,nnn 5.900 ll.80ー) 17,6nl1 20AOO 23.BOO

14 美 術 館

15市 民 国 怨 館

16 老 人 ホ ー ム 1030n 20_5nO 20.4nn 30700 30.600

17 社 会 福 祉 セ y ク ー

18区 役 所 出 張 所 9_nnO 16.5nn 24.nOn 22.5nn 2250n 31.5nn

19保 育 所 23.1(一口 52.4(ー∩ 86,9nn lrt1.8∩〔) ln0.8nn 1(ー0.8(ー∩

2∩ 診 棟 所 9_In° 7,7nn 16,8∩∩ 16,ann 16.ann 16.3nn

21消 防 署

22消 防 出 張 所 23300 13.Son 36.8nn 27,nnn 50300 40.5nn

23修碓地区公益施設用地

24 〝 公 園 1.155 2､3】n 3.465

25 " 区画萌路舗装生せ

26 〝 調香設膏十補助

27 小 学 校 屋 内 迎 断 切

28 中 学 校 ′′

計 271.6nn 393.1nO 741.488 784,344 905.901 976.957
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支出総括表 単位 千 円

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56

1 地 区 内 都 計 街 路 3.707 3.707 3,7∩7 3.707

2 地 区 外 都 計 街 路 54.495 69.380 71,265 74A74 553D33 533.267 6862()F) 762.203 792.267 421,907 202.395

3 一 般 街 路 83.861 93.243 102_627 112.COO
4 上 水 道 71.650 244.800 295,700 333,200 410300 485.919 426.512 445,41(ー 461.184 476L)58

5 下 水 道 80.3(=) 113.600 125.goo 102.850 104.800 116,912 126.074 1?.6.236 139.695 142154

6 終 末 処 理 場 ?,3.425 46ー850 50.275 58.050 122.650 162,684 214.743 225,146 244.532 258.332

7 焼 却 場 25250 42.500 55､400 78,624 134.448 188=422 185.622 191.122 223.946

8 公 園 緑 地 17,220 17,22n 17,22∩ 17.220

9 幼 稚 囲 46､900 lot).eI4u1(ー6_R4∩ 1/tS.上しJ4150.985 ZULJ.Uhユ173.94∩ 2q~言ti∠Z6只∩ 三五goi 去 苧 34b.1 4 9クFlSフq R

■10 ′｣＼ 学 校 167.500 4b3.bt)い463,58∩ 620.188 OUヒ./93556_621 F)∠t>8(ー64up/775 日ー54f'96 10R4.4ql

ll 中 学 校 96.850 312.085 4.54.(4J417_6(ー9 {ilU.L]JU348240 〇⊥5n1.1⊥t7.551 bbyJJn656_956 ●671.9.ALL)

12 公 会 堂 114.025 26.025 2 025 65､514 65.514

13 公 民 館 13.450 30.320 47,540 49,674 65.169 82.337 86.678

14 美 術 館 13､025 5.025 5.025 12_650 12.650

15 市 民 図 番 館 16.750 6.750 6,750 16,992 16､992

16 老 人 ホ ー ム 10.275 100.470 81.490 55.73(ー 132.oヨo 100_855

17 社 会福 祉 セ ン タ ー 8,ロoo 3.∩(ー0 3､0〔)0 7,552 7,552

18 区 役 所 出 張 所 2.975 15､340 24､205 31.574 29,683 31.292 42,812

19 保 育 所 113.525 187.170 218,630 321.157 369,536 360.468 361.485

20 診 療 薪 15.075 33,705 68,530 60.303 66.021 93.674 93.854

21 消 防 署 13.025 5,025 5.025 12.650 12r,650

22 消 防 出 張 所 30.370 29,434 47,154 38.697 72.042 61.∩81

23 修筏地区公益施設用地 38.6()∩l 54.200 69.8∩〔)

24 〝 公 園 22､155 23.310 24.465

25 ･′区画街路舗装戟 193.000 193.OHO 193.∩(ー0

26 ･′ 調査設計補助 39,000 39,000 39.000 39,000

27 小 学 校 屋 内 運 動 場 18.600 12.636

28 中 学 校 7,040 4,854

29
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8 総 括 と問題 点

種々の前提条件について独 自に半rl断設定 し, それに基づいて株浜市の財政 に及はす支出面に

ついての許定を行な ったわけであ るが,Fまえか き 』で も述べた ように本来は他 の研究部門よ

り櫛 々の前提条件がセソ トされ, それに基づいて第1定を行 な うことが妥 当である｡すなわち物

Bji的な条件は もとより横浜市 と しての関発政策を も加味 して行な うことの方が より実態にそ く

した結果 が得 られ るものと思われるC 以下今回の作業 より気 のついた問題を列記 しまとめ とし

た い ｡

(1) 日本住宅公団施行区域 内における区画整理中業の先EL'率の問題

当初 , 前提条件を決めてい る段階では ,2 5帝の先買です ら危険サイ ドで奉ると判断 した｡

そ こで 3 0確とい う前提条件は危険サ イ ドぎりぎ りの線 で参ると思われた｡ しか も ,過去 El本

住宅公団の区画整理事業で先買率 30多以下 で行 なわれた_実績 がない と閃い てい るので ,これ

を限界として俺 行 した場合 どうい う結果が出るか を見てみたい気特 も参った ｡公団が先買を行

を うことは ,単なる道路や公園をつ くって町を整 満す るのみ では7まく公団の本来 L7)目的である

住宅及び宅地 の大量供給をす ることにある｡

従って当然公田に とって先買率 30勿にした場合の採算 は ど う在 るのかのチェ ックな しをい

ことには この計画 自体現実離れ した ものになる恐れが生 じて くる｡ ところが公団の採算言十画は

最終的には賃貸住宅の家賃宅地 分譲 C')価格,分譲住宅 の価格 といった ところに しわ上せ され ,そ

こVL入居 した ものがそれだけ 高い金 を支払 うことによD帳尻 Dを合 わせ るとい う仕組みになっ

ている.そ こで住宅公団が単に大量 の住宅及び宅地 を供 給す るのではな く低廉を ものを とい う

本来 V)目的を達成す るに(rl,出来 る限 り安 く土地 を購入 し ,しか も先買率を多 く ,又 ,減歩

(公共減歩 ,保留地減歩 )も充分 に得て,そ して関連公共 ,公益施設事業に伴 う公団の事業費負

担を少を くす る (国 の補助 を多 くす る )方向-持っていかをけれ ば753:らないだろ う｡

(2)建設期間 と処分期間の問題

日本住宅公団施行VTLよる区画整理事業 として過去の経験か らこの程匿 の規模に対 して 9年

(建設期間 )3年 (処分期間 )とす るが採算 計画上最 も妥当で参ろ うとい う推定か ら決められ

たが ,この辺 に問題が参るD果 して港北- ユ-タウンク ラス の大 規模 開発を公団(A:余 9経験 し

ていない .高蔵等に しても多摩ニ ュータウンに しても実際には工事 を完了 してお らないため,

この規模 の実施 設計 を9 ,造成工事 ,建築工事等の建設期間がどの位本当にかか るものなのか

換地 設計に どの程度 の期間を必要 とする のか ,経験的数値を把握 していない｡むろん こ うした

嘘設期間 ,処分期間等 の問題は単 に経験値 のみで決まって くるものでは な く多分に公団 として

の経営採算的要素で決まる場合 もある.公団 としては 出来る限 り早 く建設 して処分す る ことが

好ま しいわけだが,横浜市にとっては,二つの問題があるO-つは公団と同様 出来 る限 9早 く建設し処

分す ることの方が人 口が早 く定着 し税収入 の面で ブラスであるとい うこと ,も う一 つは これ と

- 10えー



は うらは らVC,建設が早ければ早い程関連公共公益施 設の整旅をそれだけ早 く行なわなければ

な らなV,とい うことで ,む しろ建設期間をぐっと引き伸ばすことの方が市 の財政上は有利で参

る'/>うこと｡ こうした ことを十分VC検討 した括果 決まるもの と思われる｡

(3) 区域区分の問題

港北ニ ュークウ/内で明らかVC市街化区域とされ るところは ,日本住宅公団施行による区画

室理事菜区域 ,市施行に よる勝田団地 ,民間葡行VEよる北山日第 1土地区画室理事業区域 ,辛

らに川和高校周辺の土地区画室讃!_事業 の4地区である｡ これ以外の区域 を本来は 全て市街化調

整区域 として市は行政指導することが一番適当であると考え られるが果 して ,盛業専用地 区以

外 の部分を 10年 2 0年 とvlう長期VCわたって調整区域 として規制す ること紘 ,現状のスプロ

ール状況か らして不可能で参ると推定される｡そ こで横浜市飛鳥EE]市長の姿勢に見る5年 ない し

1 0年 の間は絶対に市萌化区域 とは しないとい う政策を尊重 し , 10鑑は どうも保証が困難75:

ので 5年間だけは ,調整区域 として規制 し ,6年 白にはむ しろ積極的に市硬化区域 として指定

した らどうかとい う考え方をとった｡

政 策的に市徳化区域に指定 して しま う方が良V,か ,あくまで も調整区域 として残 しておき ,

2 0h a以上の開発行為 として出て来た段階で個々に認めて行った方が良いかは ,横浜市自体

の都 市計画的政策課榎 として残された問題で奉ると思われる｡

今回の作業 の前提条件 としては ,良薬専用地以外は全て組合施行に 上り区画盤理事英が行な

われるものとい う前提で人 口計画 ,施設計画を行なってみた｡

(4) 岩垂波ルールの開演

最近 どこの自治体VCおいて も ,宅地造成に伴 う公共施設整備基準 とか宅地 開発要綱なるもの

を設け ,自治体自身の財政登渡 を計ろ うとい う傾向が強まってきた｡ こうした現象がどうして

超って来たかはまさに3箸 自治 とよく云われ るゆえんで奉ろ う｡日本住宅公団 と云えども他の民

間同様 この基準に照 し種々の負担を強い られるようVCなり ,′J＼学校 ,中学校用地は規模に よ9

1按分無倍提供 しろとか ,規模にか ゝわ らず全校分無償提供 しろ とV,った具合である｡その他

道路は もと上り ,河川改修 ,上水道,下水道の類はすべて開発全休の責任において全額負超せ 上と

い った強い基準である.本来こ うした関連公共嶺設の整備は国又は 自治体の行な うべき性質 の

ものが この有様では 自治 体の存在意義が怪 しまれて くる｡

当然こうした動きの中で日本住宅公団の地元市町村VC対する関連公共公益施設事業VC伴 う費

用負連のルールも年 々改善され てい ることは確かであるが ,あくまで も 5者協定を基盤にした

もの故 自治体の云 う基準VCは遠 くか 上ばぬ ところである｡しか しこのままの負tE]ル-ルで拭 ,

公団としてどこも開発不可能VC在る恐れが生 じてくる故何等かの抜本的体策が必要 となって く

るで参ろ う｡

そ こで この作業 としては,横浜 rF府政に もっとも大 きく諺沓するところの教育施設について

何等かの解決を試みたかったが残念 ながらその余裕がなかったo単純に公出の脚光地の教育06設用地
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の誹渡ルールが平均処分価格の与であるのでこれを与 ,与に した場合横浜市 の財政収支 のバラ

ンスはどうか とい う試みは行ない得 るがi ,‡vcする根拠が薄弱なので今回は試算 していないo

さ らVCもう一つの考え方は ,横浜市の宅地開発業網に上る譲渡 ル-ルで試算 してみた らどう

かとい うことである｡これvz:つV,て も色々検討 してみた結果 ,公団の開発区域内には民有地 と

公団有地 とが奉 り ,教育施設用地は公団の取得地 より生み出さればな らなvlとい う現行の区画

室理容業ルールか らす ると余 Dに公団 とい う開発主 体のみに退京な負適がか ゝ9す ぎて しまう

結果になる｡そこでもしこの宅地開発要綱に従って 3.000円/ m'で横浜市VC譲渡す るルール

を採用す る場合は ,公団も一地主 として他 の地主 と平等に学校用地 を提供する ようは区画整理

事業 のル-ルを変えなければならないだろ う｡

今回 この区画整理事業JL,-Jt,の変更を行なって試算 してみたか ったがこれをやる と前提条件

すなわち ,公団開発区域内における土地利用が可成変って くるし処分単価に も影響 してくるの

で別途に計算を行をわなければ ならないO

(5)建設 プログラムの問題

開溝,a(2)で指摘 した ようVC建設期間そ のものに開法があるため建設スケジュールにも当然問

題 がみるo ここでは建設スケジュールの細立て方が直接市の財政に大 きく影響す

るこ とについて触れておきたV,｡教育施設を 9 ,E]常のサービス施設を りの住区施設的なもの

紘 ,人口定着に対応 して建設されなければ ならをい ので余 9スケジュール として流動性を持ち

得ないが ,公会堂 ,公民館 ,美術館 ,社会福祉センター等の社会磯設につV,ては可成流動的に

スケジュールを組む ことが可能か と思われる｡今回の計算の中でQj:多少 この辺のことを考慮 し

てい るが結果を見てさらVC修正を加え算定 して見る必要が参るかと思われる｡

(6) 供給処理施設の建設軟と維持管理 の問題

横浜市の財政に直接関係す るものとい う観点 上9 ,電気 ,ガス ,電話等の施設については除

外 して算定した｡この他 ,火葬場VCついて ,もし港北ニュータウン建設に当 9必要不可欠とし

て建設するのであれば当熊これに伴 う建設戟及び維持管恐費を安定 しなけれ ばな らなかった訳

であるが横浜市全体として港北ニ ュータウンとは切b離 して将来考えてもらわなければなら夜

lハとい う理 由で今回は除外 した｡

そ こで今回の算定には上水道 ,下水道 ,終末処理場 ,ゴミ焼却場 の嶺設VCついて考慮 したわ

けであるが ,いづ九の施設についても港北ニュータウ ン単独審美 というものではな く上水道に

つV,て(ri第 7回拡張工事の一環 として行なわれる ものであるし ,下水道 ,終末処理場に して も

下水道 5ケ年計画 の一環 として(菊名処理区域 とい う広域な区域を対象に しその中vE港北ニュ

ータウンが含まれる )行なわれ るものである｡ ゴミ焼却場 も港北区の処理区域 として北部第 1

処理区域 ,北部第 2処理区城の 2つ に分け ,港北ニュータウンは北部第 1処理区城 に入 るとい

った 上位計画のもとVE行なわれ る事業 のため ,港北 ニュータウン建設に伴を う横浜市 の財政
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支出 として施設単位に金額を算 出す るこ とは現段階では不可能に近かった ｡もう少 し上位計画

が煮詰まってか らでないとどの程度の施設レベルで参るのか ,公団や民間みて対 してどの程度 の

負担金 を要請するのか も皆EI見当がつかない.そ こで今回は非常に無鉄砲なや り方とは思った_

が ,日本住宅公団が従来行なってきた施 設レベルと負担ルールで港北ニュークウンVCも当ては

めて見たわけで参る｡従って広域 計画のもとqC策定 した数字 よ りも相当上まわった結果が出て

いるものと思われ る｡

■

■

■

■

'
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(予算の前成 と超皆の基準 )
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日本都市セ ンター

地方 財群協会

同 上

同 上

日本住宅公団

同 上

同 上

横 浜 市


	表紙
	まえがき
	目次
	1　はじめに
	2　開発主体の設定
	2-1　開発の全体計画
	2-2　都市計画街路
	2-3　一般街路
	2-4　供給処理施設
	2-5　公園緑地
	2-6　教育施設
	2-7　その他の社会施設
	2-8　住宅
	2-9　交通施設

	3　区画整理事業に伴なう前提条件
	3-1　日本住宅公団施工による区画整理事業
	3-2　日本住宅公団施工地区内の土地利用計画
	3-3　民間施工による区画整理事業

	4　人口計画に関する前提条件
	4-1　計画人口
	4-2　人口の定着状況

	5　施設計画に伴なう前提条件
	5-1　施設の必要性の判定
	5-2　施設原単位
	5-3　建設スケヂュール

	6　事業費分析
	6-1　建設事業資金の財源
	6-2　建設単価の前提条件
	6-3　維持管理費の算定根拠

	7　建設事業費算定結果
	8　総括と問題点



